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東芝Nシリーズ保護継電器

Nシリーズ保護継電器の特長
●16ビットCPUを採用した高性能ディジタル形継電器

●制御電源不要タイプもあり、時限特性選択を実現

●自己監視機能により高信頼性を実現

●表示機能の充実により、監視点検が容易

●整定が容易、且つ広範囲に整定が可能で急な変更にも容易に対応可能

●固定形と内部要素引出形の2種類をラインアップ

●小形モールドケースの採用により小形軽量化を実現

●強制動作、復帰機能によりシーケンスチェックが容易

●ダブル（2a）接点方式により、警報接点用の補助リレーが不要

●準拠規格：JEC-2500　JIS C 4602（過電流継電器の一部機種）

JIS C 4609（地絡方向継電器の一部機種）

自己監視機能
Nシリーズ保護継電器は、下記の異常発生時に継電器出力をハード的に

ロックする自己監視機能を有しています。

■内部接続図

入力
PCT

入力

制御電源
各回路へ
（内部電源）

整定・表示
回　　路

リ レ ー
ドライバ
回　　路

電源回路 出力接点

アナログ
回　　路

演算処理回路
（CPU、ROM、RAM）

A/D
変換
回路

Nシリーズ保護継電器は、フィールドに多数使用されている誘導円板形（I）・静止形（B, J）の

後継機種としてラインナップされました。

本カタログは、一般配電盤に比較的多く使用されている機種を中心にまとめています。

自己監視項目
異常と認識した場合

継電器状態 表示内容
プログラム暴走監視

●演算処理停止
●リレー出力ロック

異常表示LED（赤）点灯
（その他のLEDは消灯）

異常表示LED（赤）点灯
（その他のLEDは消灯）
但し、電源が低下した場合は
点灯しません。
電源表示LED（黄）消灯

メモリー監視
A/D変換精度監視

電源電圧監視（PAL）
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保護継電器とは

保護継電器とは、電力系統に発生する過負荷、短絡故障、地絡故障などの異常現象を計器用変圧器・変流器を介して

入力される電圧・電流の大きさ・位相条件により検出し、この異常現象（故障）による影響が正常な系統・機器に波

及することを最小限に止める目的で使用されます。系統の異常現象を検出した保護継電器は、遮断器などの開閉器に

トリップ指令を出力することで、機器・施設の損傷を最小限に止めるとともに、故障や異常が他に波及することを防

ぎます。

1.	保護継電器とは
2.	保護継電器の種類について

保護継電器の種類について

Nシリーズ保護継電器には下記種類があり、それぞれの用途に使用されます。

（1）過電流継電器（過負荷・短絡故障の保護）

過電流継電器は、系統の過負荷および短絡故障を検出し、正常な系統を保護します。過負荷故障に対しては、下

記の限時特性により一定時間経過後に保護し、短絡故障に対しては瞬時に保護します。

（限時特性の種類）　注）過電流継電器の形式によっては、限時特性の種類が限定されます。機種詳細を参照してください。

●定限時特性：過負荷検出レベル以上であれば、定められた一定時間経過後に動作します。

●反限時特性：過負荷検出レベル以上であれば、入力電流の大きさに反比例した時間経過後に動作します。

Nシリーズ継電器には、反限時特性として下記3種類の特性があります（上位系統などとの時

間協調により使い分けます）。

①普通反限時特性　②強反限時特性　③超反限時特性

（2）過電圧継電器・不足電圧継電器（異常電圧の保護）

過電圧継電器は、発電機等の故障による系統電圧の上昇を検出し、負荷側の系統や機器を保護します。

不足電圧継電器は、停電や短絡故障等による系統電圧の低下を検出し、負荷側の系統や機器を保護します。

（3）地絡過電流継電器・地絡過電圧継電器・地絡方向継電器（地絡故障の保護）

大地との接触による地絡故障には、大地間電圧・電流（零相電圧・電流）の大きさのみで地絡故障を検出する

場合と、地絡故障の方向を検出する場合の二種類があります。又、適用系統（接地方法）の違いにより適用す

る継電器仕様が異なります。

地絡過電流継電器は、零相電流の大きさにより地絡故障を検出し系統を保護します。

地絡方向継電器は、零相電圧・電流の大きさと零相電圧に対する零相電流の位相（方向）により、定められた

保護範囲内の地絡電流を検出し系統を保護します。

（4）比率差動継電器（変圧器の短絡故障の保護）

比率差動継電器は、変圧器の一次電流と二次電流を比較することで、変圧器内部の短絡故障を検出し保護します。

（5）電力継電器

電力継電器は、三相回路の有効電力を検出することで、発電機のモータリング保護および電流潮流の方向検出

等に使用されます。

（6）周波数継電器

周波数継電器は、周波数の過又は不足を検出することで発電機の同期はずれ等を検出し、発電機を保護します。

3.	形式説明

形式説明

N		□□	□	□	□－□□	□	□	□□	

周波数・カバー色（数字2文字）	
51：50Hz用、色：黒（N1.5）	
61：60Hz用、色：黒（N1.5）	

設計記号3（アルファベット1文字）	
		K		：継電器異常時の出力接点あり	
なし：異常時出力接点なし（自己監視機能はもっています）	

設計記号2（アルファベット1文字）	
A：動作表示あり	
B：動作表示ロック可能	

設計記号1（設計順）（数字2文字）	
01〜99の範囲	

ケース構造（アルファベット1文字）	
S：内部要素固定形	
P：内部要素引出形	

機種（アルファベット2文字）	
CO	：過電流継電器	
CR	：過電流継電器（モータ保護専用）	
VO	：過電圧継電器	
VU	：不足電圧継電器	
CG	：地絡過電流継電器	
VG	：地絡過電圧継電器	
DG	：地絡方向継電器	
WO	：電力継電器	
BT	：比率差動継電器	
RF	：周波数	

要素数（数字1文字）	
1：1要素	
2：2要素	

●形式の一例	
形　　　　　　　　　式：NCO11P－02A51	
名　　　　　　　　　称：過電流継電器	
入　　力　　定　　格：AC5A	
制　　御　　電　　源：DC100／110V	
要　　　　素　　　　数：1要素	
ケ　ー　ス　構　造：内部要素引出形	
動作表示ロック入力：なし	
継電器異常時の出力接点：なし	
周　　　　波　　　　数：50Hz	
カ　　バ　　ー　　色：N1.5

シリーズ記号（N：Nシリーズ継電器）	

基本特性（数字1文字）	
1〜9（特性の違いなどによる）	
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（注）＊1：表中の代替対象形式は互換性を保証するものではありません。（詳細は確認願います）
　　　＊2：継電器内部の制御電源を入力電流、入力電圧から得ています。過電流継電器は入力電流AC 2A以上、過電圧・不足電圧継電器はAC 50V以上で

動作および表示可能となります。入力がこの値未満の時は表示をせず、整定や強制動作（テストトリップ）もできません。
　　　＊3：不足電圧継電器の出力リレーはラッチング動作をしますので、電源喪失した場合でも閉路状態を継続します。なお、復電後リレーが復帰するまで

に3秒程度を要します。

（注）＊1：表中の代替対象形式は互換性を保証するものではありません。（詳細は確認願います）
　　　＊2：NVG31S、NDG31S、NDG41Sはアナログ形電子回路を採用しており、自己監視や数値表示機能はありません。
　　　＊3：NDG41S形はフィーダ用であり、整定値のV0はありません。（動作原理：NDG31SまたはNVG31SからV0位相比較信号を導入し、
　　　　　　設置フィーダのⅠ0の入力と位相比較を行い、NDG31Sと同じ動作をします）

品　名

過電流

過電圧

不　足
電　圧
＊3

NCO22S-

NCO22P-

NCO32S-

NCO32P-

NVO21S-

NVO21P

NVU21S-

NVU21P-

ICO1G（x2）

IVO1D、IVO2D
TVO9B
IVU1G、IVU3G
TVU11J

ICO1D（x2）、
ICO1E、ICO3E、
ICO9E

ICO5G（x2）

ICO5D（x2）

IVO1G、TVO13J

2要素 30

32

34

36

2要素
電流引外し

5A
50Hzまたは
60Hz

110V
50Hzまたは
60Hz

110V
50Hzまたは
60Hz

IOC：2.5-3.0-3.5-4.0-
4.5-5-6-7-8A

IINS：ロックー20～60A
（5Aステップ）

IOC：3.0-3.5-4.0-4.5-
5-6-7-8A

IINS：ロックー20～60A
（5Aステップ）

120～150V（5Vステップ）

60～110V（5Vステップ）

固定形 －

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

形　式 構　造
自己
監視
出力

動作
表示
ロック

定　格 備　考 詳細仕様
記載ページ整定値（動作値）

時限特性
（動作時間）

当　　　　社
代替対象形式＊1

制御
電源

02A

02A

02A

02A

01A

01A

01A

01A

超 反 限 時
瞬時要素≦
50ms

制
御
電
源
不
要
タ
イ
プ
＊2

定限時特性
0～5.0s

（0：即時を表す）

定限時特性
0～5.0s

（0：即時を表す）

反限時特性
普通反限時
強 反 限 時
超 反 限 時
瞬時要素≦
50ms

IVU1D、IVU3D
TVU9B

固定形

引出形

固定形

引出形

引出形

固定形

引出形

品　名

地　絡
過電圧

地　絡
過電流

地　絡
方　向

NCG41S-

NCG41P-

NVG21S-

NVG21P-

NVG31S-

NDG31S-

NDG41S-

ICG1G、ICG2G

ICG1D、ICG2D

IVG1G

TDG18B
TDG24J

TDG19B
TDG25J

IVG1D

2Fロックなし

高圧受電設備
受電点用
JIS規格品
高圧受電設備
受電点用
JIS規格品
高圧受電設備
フィーダ用
JIS規格品

38

40

42

44

1/5A共用
50Hzまたは
60Hz

専用のZPD

専用の
ZCT、ZPD
50Hzまたは
60Hz

110/190V
共用
50Hzまたは
60Hz

0.1-0.15-0.2-0.25-
0.3-0.4-0.5-0.6-0.8-
1.0-1.5-2A

10-15-20-25-30-35-
40-45-50-60V

V0：2.5-5.0-7.5-10-15％

V0：2.5-5.0-7.5-10-15％
 I0:0.1-0.2-0.4-0.6-1A
（ZCT一次）
最大感度角：45° 固定

固定形

固定形

引出形

引出形

固定形

固定形

固定形

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

形　式 構　造
自己
監視
出力

動作
表示
ロック

定　格 備　考 詳細仕様
記載ページ整定値（動作値）

時限特性
（動作時間）

当　　　　社
代替対象形式＊1

制御
電源

01A

01A

01A

01A

01A

01A

01A

定限時特性
0～1.5s

（0：即時を表す）

定限時特性
0.05-0.2-0.5-
0.8-1s

定限時特性
0～5.0s

（0：即時を表す）

0.05-0.2-0.5-
0.8-1s

Ａ
Ｃ
タ
イ
プ ＊2

＊2

＊2、＊3

4.	機種一覧

機種一覧（制御電源DCタイプ：DC100/110V） 機種一覧（制御電源不要タイプ）

機種一覧（制御電源ACタイプ：AC100／110V）

過電流

品　名

NCO11S-

NCR21S-

NCR21P-

NCR22P-

NVO11S-

NVO11P-

NVU11S-

NVU11P-

NVG11S-

NVG11P-

NCG11S-

NCG11P-

NDG11S-

NDG11P-

NDG21P-

NWO11P-

NBT11P-

NRF11P-

NCG21P-

NCG31P-

NCO11P-

NCO12P-

ICO1G

ICR1G

ICR1D

ICR1E

IVO1G、TV013J

IVO1D、IV02D、
IVO3D、TVO9B

IVU1G、IVU3G
TVU11J

IVU1D、IVU3D
TVU9B

IVG1G

IVG1D、TVG10B

ICG1G、ICG2G

ICG1D、ICG2D
TCG13B

IBT1D
TBT6B

TCG16B

TCG14B

IDG5G

IDG5D、TDG15B

IDG9D、TDG21B

IWO2D

CRF2D、CRF3D

ICO1D、ICO3D
ICO6D、ICO9D
TCO21B

ICO1E、ICO3E
IC09E
TCO22B
TCO25J＊3

110V
50Hzまたは
60Hz

110～150V（5Vステップ）

1要素

10

12

14

16

18

20

22

24

26

28

2要素

2Fロックなし

2Fロック付

ZCT対応形
2Fロックなし

非接地系用
EVT、ZCT
組み合せ用
5～10A
接地系用
EVT、ZCT
組み合せ用

モータ保護用
HDO要素付
1要素

モータ保護用
HDO要素付
2要素

定限時特性
0～5.0s

（0：即時を表す）

定限時特性
0～5.0s

（0：即時を表す）

定限時特性
0～5.0s

（0：即時を表す）

定限時特性
0～1.5s

（0：即時を表す）

定限時特性
0～1.5s

（0：即時を表す）

定限時特性
0.1～0.5s

定限時特性
0～5.0s

（0：即時を表す）

定限時特性
普通反限時特性

即時動作

即時動作
限時動作

強反限時特性
瞬時要素≦40ms

35～110V（5Vステップ）

10-15-20-25-30-35-
40-45-50-60-70-80-
90-100-110-120V

0.25-0.3-0.4-0.5-0.6-
0.8-1.0-1.5-2.0-3.0-
4.0-5.0-6.0A

Vo：15V（固定）
Io：1-2-3-4-5-6mA
　　　　　（ZCT2次）
最大感度角：30°、60°

1A時：5-6.5-8-10-
12.5-16-20W
5A時：25-32-40-50-
63-80-100W

整合：2.9-3.2-3.5-3.8-
4.2-4.6-5-8.7A
比率：15-25-40-50％
HOC：2-3-4-5-6-7-8倍
即時：ロック-48.0～52Hz
（0.5Hzステップ）
限時：47～52.9Hz
（0.1Hzステップ）
即時：ロック-58.0～62Hz
（0.5Hzステップ）
限時：57～62.9Hz
（0.1Hzステップ）

Vo：15V（固定）
Io：10-20-30-40-50-

60-80-100mA
　　　　　　（ZCT2次）
最大感度角：30°、60°

0.25-0.3-0.4-0.5-0.6-
0.8-1.0-1.5-2.0-3.0-
4.0-5.0-6.0A

10～80mA
（10mAステップ）

63.5/110V
共用
50Hzまたは
60Hz

110/190V
共用
50Hzまたは
60Hz

1/5A共用
50Hzまたは
60Hz

110/190V
共用
0.4A
50Hzまたは
60Hz

110V  5A
50Hzまたは
60Hz

5A
50Hzまたは
60Hz

110V 50Hz

110V 60Hz

1/5A共用
50Hzまたは
60Hz
0.4A
50Hzまたは
60Hz

5A
50Hzまたは
60Hz

IOC：2.0-2.5-3.0-3.5-
4.0-4.5-5.0-6.0-
7.0-8.0-9.0-10-
12-14-16-18A

IINS：ロックー10～80A
（5Aステップ）

IOC：3.0-3.5-4.0-4.5-
5.0-6.0-8.0A

IINS：ロックー20～60A
（10Aステップ）

IHDO：ロックー4～16A
（1Aステップ）

固定形

－
－
○
○
－

－
○
○
－
－
○
○
－
－
○
○
－
○
○
－
○
○
－
－
○
－

○

－
○
○
－
○
○
－

○

○

○

－
－
－
○

－

－
－
○
－
－
－
○
－
－
－
○
－
－
○
－
－
○
－
－
－

－

－

－
－
○
－
－
○

－

－

○

○

固定形

D

　
　C

　
　タ

　
　イ

　
　プ

引出形

固定形

引出形

固定形

引出形

固定形

引出形

固定形

固定形

引出形

引出形

引出形

引出形

引出形

引出形

過電圧

不　足
電　圧

地　絡
過電圧

地　絡
過電流

地　絡
方　向

比　率
差　動

電　力

周波数

形　式 構　造
自己
監視
出力
＊2

動作
表示
ロック

定　格 備　考 詳細仕様
記載ページ整定値（動作値）

時限特性
（動作時間）

当　　　　社
代替対象形式＊1

制御
電源

（注）＊1 当社代替対象形式中、誘導円板形（形式：I□□□G、I□□□D）継電器を本制御電源DCタイプへ交換する場合は、DC制御電源が新たに
 必要になりますのでご注意ください。なお、表中の代替対象形式は互換性を保証するものではありません。（詳細は確認願います）
　 　＊2 監視接点付継電器は制御電源ＤＣタイプの引出形構造に限定します。また、定格制御電源印加後、約1秒間は監視出力接点が閉路状態となりますので、
　　　　　システム設計上の配慮（警報ロック）をお願いします。
　 　＊3 TC025Jは固定形です。

02A

02A

02AK

02BK

02A

02AK

02BK

03A

01A
01A
01AK
01BK

01A

01A
01AK
01BK
01A
01A
01AK
01BK
01A
01A
01AK
01BK
01A
01AK
01BK
01A
01AK
01BK
01A
01A
01AK

01A

01AK

01A
01AK
01BK
02A
02AK
02BK

02A

02AK

01BK

02BK

定限時特性
反限時特性
普通反限時
強 反 限 時
超 反 限 時

瞬時要素≦40ms

03A

03BK

03A

03BK

－

－

○

○

－

○

○

－

－

○

－

○

－

○

－

○

110V  1A
50Hzまたは
60Hz

－

－

－

○

－

－

○

－
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5.	操作・表示説明

操作・表示説明 外形寸法図

6.	外形寸法図

●強制動作スイッチ
（押しボタンスイッチ）
強制動作スイッチと整定完了スイッチを同時に押すことにより、
強制動作制御を行うことができます。（但し、押している間のみ有効）
又、同様の強制動作制御は専用のピン（強制制御ピン：オプション）を正面右下の試験端子へ
差し込むことでも行うことができます。

●数値表示LED
表示選択スイッチを押すごとに、表示選択表に示す内容の値いを表示します。
強制制御中は“000”の点滅表示となります。
整定スイッチ操作にて、その整定状態表示に切り替わります。

●電源表示LED
正常に制御電源が印加されている場合に点灯します。

●異常表示LED
自己監視機能により異常を認識した場合に点灯します。

●時限カウントLED
時限カウント中に点滅表示します。

●整定完了スイッチ
（押しボタンスイッチ）

●表示選択表（LED）
表示選択スイッチを押すたびに左側LED（黄）が移動し、表示選択
内容を示します。
表示選択表の内容は、入力電流、限時動作整定、瞬時動作整定、
時間整定、時限整定種類の5つです。

●動作表示
継電器動作により黒→赤色に反転します。
カバー正面下部の表示復帰レバーにより復帰させるまで表示保持します。

●表示選択スイッチ
（押しボタンスイッチ）

●整定スイッチ
（ロータリースイッチ）
上から順に限時動作整定（タップ）、瞬時動作整定（インスタント）、
時間整定（レバーあるいはタイムダイヤル）の3つの整定スイッチの
操作により、そのポジションを数値表示LEDに点滅表示します。
整定したい状態に合わせた後、整定完了スイッチを押すと完全点灯
状態となり、整定更新されます。

●時限整定スイッチ
（ロータリースイッチ）
定限時（1s）、定限時（1Os）、普通反限時、強反限時、普通反限時の
5種類の時限特性を選択できます。

●試験端子

●外形図（引出形：N□□□□P）

●外形図（固定形：N□□□□S）

●盤取付図 ●取付金具
（引出形用）

（固定形用）

●盤穴明図

1
3
5
7
9
11
13
15

2
4
6
8
10
12
14
16

8218789

18
5

19
2

24.513.5

復帰レバー

2-M4
端子番号銘板

M3.5ネジ
外部接続図
銘板

83＋1.0       －0

18
6＋
0

   
   
   
   
 －
0.
5

盤穴明け図

1
3
5
7
9
11
13
15
17
19
21

2
4
6
8
10
12
14
16
18
20
22

82173.689

18
5

19
2

2113.5
復帰レバー

2-M4
M3.5ネジ

端子番号銘板

カバー

外部接続図
銘板

盤

盤正面よりリレーを挿入し裏面より、付属品の取付金具で
ネジ止めし、リレーを固定します。
上下10mmは他物と干渉しないようにしてください。

M4ネジ

横 裏面
取付金具
（付属品）

149.6

t=1.6

10 8
.4

139.7

t=1.6

10 8
.4

＊リレーを上下に取付ける際は、
　穴明け間隔を20mm以上あけてください。

＊カバーのみのご注文も可能です。（形式NRC-01A）

7.5mm
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7.	機種詳細A（制御電源DCタイプ）

7−1.	過電流継電器（NCO11S、NCO11P、NCO12P）

（注）1. 定格1A品、NCO11P-01A、NCO12P-01Aもラインアップしています。
　　 2. NCO11P-03AKは瞬時動作整定範囲がロック－5～40A（5Aステップ）。
　　　 他はNCO11P-02AKと同じです。

NCO11S-02A NCO11P- NCO12P-

5A、50または60Hz（注）

限時要素2a、瞬時要素2a

20A（DC110V）（R負荷）

0.2A（DC110V）（L/R=40ms）

N1.5（黒：ケース、カバー）

1.5kg（取付固定金具含）

JEC-2500（1987） JEC-2510（1989）

1要素

固定形
2.0-2.5-3.0-3.5-4.0-4.5-5.0-6.0-7.0-8.0-9.0-10-12
-14-16-18A

ロック-10-15-20-25-30-35-40-45-50-55-60-65-70
-75-80A

0.05-0.1-0.15-0.2-0.25-0.3-0.35-0.4-0.45-0.5-0.55
-0.6-0.7-0.8-0.9-1.0

引出形 引出形

2要素

0.5VA 2×0.5VA

DC110V-2.0W

DC100/110V（許容変動範囲DC80～143V）

（1）交流電流に応動する限時及び瞬時動作の過電流継電器です。

（2）16ビットCPUを搭載したディジタル形継電器です。

（3）各種時限を整定可能（定限時、普通反限時、強反限時、超反限時）

（4）表示機能の充実により監視点検が容易（入力電流、整定値表示等）

1. 限時要素は16点の整定値があり、整定値以上の電流で動作します。

2. 動作特性（時限整定）は定限時（1秒）、定限時（10秒）、普通反限時、強反

限時、超反限時の5種類があり、系統上位、下位との協調に応じて選択が可

能です。

3. 反限時（普通、強、超）特性はタイムダイヤル（0.05～1.0）付きです。

4. 瞬時要素特性はロック、10～80Aの範囲で設定できます。

●概要

●特長

●定格一覧表

第7-1表　過電流継電器定格一覧表

制 御 電 源
電 圧

限時動作整定
範 囲

瞬時動作整定
範 囲

時間整定範囲
（タイムダイヤル）

入力消費電力
（5A）

制 御 電 源
消 費 電 力

要 素 数

ケ ー ス

閉 路
容 量

開 路
容 量

出 力 接 点

塗 色

質 量

準 拠 規 格

形 式

定 格

接
点
容
量

NCO11S
NCO11P
NCO12P

02A
02AK
02BK

02A
02AK
02BK

●限時要素特性

●外部接続図

時間整定（タイムダイヤル：TD）を1としたときの定限時
（1秒）、定限時（10秒）、普通反限時、強反限時、超反限時
の特性を右図に示します。

A：普通反限時　T=TD×  0.14   （s）
Ⅰ0.02－1

B：強反限時　T=TD×13.5 （s）
Ⅰ－1

C：超反限時　T=TD×  80  （s）
Ⅰ2－1

D：定限時（10s）　T=TD×10（s）
E：定限時（1s）　T=TD×1（s）
TD：タイムダイヤル（0.05～1.0）、Ⅰ：整定値の倍率
＊限時要素の動作時間特性は入力電流Ⅰ（整定値倍率）が20倍を超えると各特性式の20倍の動
作時間で一定となります。但し、時間整定を最小値にしても動作時間は40ms以下になりません。

＊限時要素の最小動作時間は瞬時要素特性に準じます。

●瞬時要素特性

第7-1-5図　NCO12P形 外部接続図

第7-1-3図　NCO11S形 外部接続図
第7-1-4図　NCO11P形 外部接続図

動
作
時
間
（s）

入力電流（整定値倍率）

（タイムダイヤル1）

10

5

1

0.5

100

50

0.1
1 5 10 20 30

D：定限時（10s）

動作域

E：定限時（1s）

A：普通反限時

B：強反限時

C：超反限時

第7-1-1図　動作時間特性（限時要素）

第7-1-2図　動作時間特性（瞬時要素）

70
60
50
40
30
20
10

0
0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

動
作
時
間

（ms）

入力電流（整定値倍数）

1 3 7

(COM) (OC) (INS)

13 14 19 20

(COM)

4

(OC)

2

(INS)

8

NCO11S-02A

22

TC 52a

A B C P

N

P N

制
御
電
源

D
C

10
0/

11
0V

A/D,演算回路
整定･表示回路

電源
回路

ドライバ

X1 X1 X2 X1 X2X2遮断器
　52

復帰
レバー

動作　
表示器

1 3 5

(COM) (OC) (INS)

9 10 13 14

(COM)

4

(OC)

2

(INS)

6

NCO11P-02

16

TC 52a

A B C P

N

P N

制
御
電
源

D
C

10
0/

11
0V

A/D,演算回路
整定･表示回路

電源
回路

ドライバ

X1

X3

表
示
ﾛロ
ッ
ク

D
C

10
0/

11
0V

15 7 8

X1 X2 X1 X2X2

 監
視
出
力

(異
常
時

O
N

)

遮断器
　52

X3

注）監視出力は式記号AK,BKの時に、
　　表示ロックは式記号BKの時に有効となります。

A
AK
BK

復帰
レバー

動作　
表示器

1 3 5

(COM) (OC) (INS)

9 10 13 14

(COM)

4

(OC)

2

(INS)

6

NCO12P-02

16

TC
52a

A B C P

N

P N

制
御
電
源

D
C

10
0/

11
0V

A/D,演算回路
整定･表示回路

電源
回路

ドライバ

X1

X3

表
示
ロ
ッ
ク

D
C

10
0/

11
0V

15 7 8

X1 X2 X1 X2X2

 監
視
出
力

(異
常
時

O
N

)

遮断器
　52

X3

注）監視出力は式記号AK,BKの時に、
　　表示ロックは式記号BKの時に有効となります。

A
AK
BK

復帰
レバー

動作　
表示器

11 12
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7.	機種詳細A（制御電源DCタイプ）

7−2.	過電流継電器（NCR21S、NCR21P、NCR22P）

NCR21S-03A NCR21P- NCR22P-

5A、50または60Hz

2a

20A（DC110V）（R負荷）

0.2A（DC110V）（L/R=40ms）

N1.5（黒：ケース、カバー）

1.5kg（取付固定金具含）

JEC-2500（1987） JEC-2510（1989）

1要素 2要素

固定形

3.0-3.5-4.0-4.5-5.0-6.0-8.0A

ロック、10-20-30-40-50-60A

引出形

2×0.5VA0.5VA

DC110V-2.0W

DC100/110V（許容電圧変動範囲DC80～143V）

（1）主にモータ保護用として使用する瞬時動作のHDO（High Drop Out）

要素を内蔵した過電流継電器です。HDO要素は設定値をこえると即時

動作します。限時要素と組合せてHDO設定値未満の過負荷領域で、警報

を出しながら運転することができます。（1、3端子を警報用に使用してく

ださい）

（2）16ビットCPUを搭載したディジタル形継電器です。

（3）表示機能の充実により監視点検が容易（入力電流、整定値表示等）

1. 限時要素は7点（3～8A）の整定値があり、整定値以上の電流で動作しま

す。

2. 動作特性は強反限時特性のみです。

3. HDO要素はロック、4～16Aの範囲で設定できます。

4. タイムダイヤル（0.5～10）、瞬時要素はロック、20～60Aの範囲で設定

できます。

NCR21S
NCR21P
NCR22P

●概要

●特長

●定格一覧表
第7-2表　過電流継電器定格一覧表

制 御 電 源
電 圧

限時動作整定
範 囲

瞬時動作整定
範 囲

ロック、4-5-6-7-8-9-10-11-12-13-14-15-16A

即時、0.5-0.7-1-2-3-4-5-6-7-8-9-10

H D O 要 素
動作整定範囲

時間整定範囲
（タイムダイヤル）

入力消費電力
（5A）

制 御 電 源
消 費 電 力

要 素 数

ケ ー ス

閉 路
容 量
開 路
容 量

出 力 接 点

塗 色

質 量

準 拠 規 格

形 式

定 格

接
点
容
量

03A
03BK

03A
03BK

●限時要素特性

●瞬時要素特性

●外部接続図

時間整定（タイムダイヤル：TD）を1としたときの
特性を下図に示します。
特性式

　強反限時　T=TD×13.5 （s）
Ⅰ－1

TD：タイムダイヤル（0.5～10）、Ⅰ：整定値の倍率
＊入力電流Ⅰ（整定値倍率）が20倍を超えると各特性式の20倍の
動作時間で一定となります。（第7-2-1図）

＊限時要素の最小動作時間は瞬時要素特性に準じます。

第7-2-3図　NCR21S形 外部接続図

第7-2-5図　NCR22P形 外部接続図

第7-2-4図　NCR21P形 外部接続図

動
作
時
間
（s）

入力電流（整定値倍率）

10

5

1

0.5

100

50

0.1
1 5 10 20 30

強反限時

第7-2-1図　動作時間特性（限時要素）第7-2-2図　動作時間特性（瞬時要素）

＊外部出力接点
①リレー動作“X2”
・限時要素動作とHDO要素動作のAND条件で出力
・瞬時要素動作で出力
②OC（限時要素）“X1”
・限時要素動作で出力

70
60
50
40
30
20
10

0
0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

動
作
時
間

（ms）

入力電流（整定値倍数）

動作域

2 8

13 14 19 20

1 3

NCR21S-03A

22

TC
52a

A B C P

N

P N

制
御
電
源

D
C

10
0/

11
0V

A/D,演算回路
整定･表示回路

電源
回路

ドライバ

X1X1遮断器
　52

復帰
レバー

動作　
表示器

X2

X2

X1:OC
X2:INST or （OC+HDO）

2 6

9 10 13 14

1 3

NCR21P-

16

TC
52a

A B C
P

N

P N

制
御
電
源

D
C

10
0/

11
0V

A/D,演算回路
整定･表示回路

電源
回路
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7.	機種詳細A（制御電源DCタイプ）

7−3.	過電圧継電器（NVO11P、NVO11S）

NVO11P- NVO11S-01A

110V、50または60Hz

2a

20A（DC110V）（R負荷）

0.2A（DC110V）（L/R=40ms）

N1.5（黒：ケース、カバー）

1.5kg（取付固定金具含）

JEC-2500（1987） JEC-2511（1995）

1要素

引出形

110-115-120-125-130-135-140-145-150V

即時（50ms以下）-0.25-0.5-0.75-1.0-1.25-1.5-1.75-
2.0-2.5-3.0-3.5-4.0-4.5-5.0s

固定形

0.5VA

DC110V-1.5W

DC100/110V（許容電圧変動範囲DC80～143V）

（1）交流電圧に応動する定限時動作の過電圧継電器です。

（2）16ビットCPUを搭載したディジタル形継電器です。

（3）表示機能の充実により監視点検が容易（入力電圧、整定値表示等）

1. 動作整定は9点の整定値があり、整定値以上の電圧で動作します。

2. 時間整定は即時（50ms）～5sまでの範囲があり、負荷系統の運用に応じ

て時限選択が可能です。

NVO11P
NVO11S

●概要

●特長

●定格一覧表

第7-3表　過電圧継電器定格一覧表

制 御 電 源
電 圧

動作値整定
範 囲

時 間 整 定
範 囲

入力消費電力
（110V）

制 御 電 源
消 費 電 力

要 素 数

ケ ー ス

閉 路
容 量

開 路
容 量

出 力 接 点

塗 色

質 量

準 拠 規 格

形 式

定 格

接
点
容
量

01A
01AK
01BK

●動作時間特性	 ●復帰時間特性	

●外部接続図	

第7-3-1図　動作時間特性	 第7-3-2図　復帰時間特性	
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第7-3-3図　NVO11P形	外部接続図	

第7-3-4図　NVO11S形	外部接続図	
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7.	機種詳細A（制御電源DCタイプ）

7−4.	不足電圧継電器（NVU11P、NVU11S）

NVU11P- NVU11S-01A

63.5/110V、50または60Hz

2a

20A（DC110V）（R負荷）

0.2A（DC110V）（L/R=40ms）

N1.5（黒：ケース、カバー）

1.5kg（取付固定金具含）

JEC-2500（1987） JEC-2511（1995）

1要素

引出形

35-40-45-50-55-60-65-70-75-80-85-90-95-100
-105-110V

即時（35ms以下）-0.25-0.5-0.75-1.0-1.25-1.5-1.75
-2.0-2.5-3.0-3.5-4.0-4.5-5.0s

固定形

0.5VA

DC110V-1.5W

DC100/110V（許容電圧変動範囲DC80～143V）

（1）交流電圧に応動する定限時動作の不足電圧継電器です。

（2）16ビットCPUを搭載したディジタル形継電器です。

（3）表示機能の充実により監視点検が容易（入力電圧、整定値表示）

1. 動作整定は16点の整定値があり、整定値以下の電圧で動作します。

2. 時間整定は即時（35ms以下）～5sまでの範囲があり、負荷系統の運用に

応じて時限選択が可能です。

NVU11P
NVU11S

●概要

●特長

●定格一覧表

第7-4表　不足電圧継電器定格一覧表

制 御 電 源
電 圧

動作整定
範 囲

時 間 整 定
範 囲

入力消費電力
（110V）

制 御 電 源
消 費 電 力

要 素 数

ケ ー ス

閉 路
容 量

開 路
容 量

出 力 接 点

塗 色

質 量

準 拠 規 格

形 式

定 格

接
点
容
量

＊1:定格電圧を63.5Vで使用する時は、動作整定は35-40-45-50-55-60Vの範囲で
ご使用ください。

（＊1）

01A
01AK
01BK

●復帰時間特性	●動作時間特性	

●外部接続図	

第7-4-1図　動作時間特性	 第7-4-2図　復帰時間特性	
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第7-4-3図　NVU11P形	外部接続図	

第7-4-4図　NVU11S形	外部接続図	
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7.	機種詳細A（制御電源DCタイプ）

7−5.	地絡過電圧継電器（NVG11P、NVG11S）

NVG11P- NVG11S-01A

110/190V、50または60Hz

2a

20A（DC110V）（R負荷）

0.2A（DC110V）（L/R=40ms）

N1.5（黒：ケース、カバー）

1.5kg（取付固定金具含）

JEC-2500（1987） JEC-2511（1995）

1要素

引出形

10-15-20-25-30-35-40-45-50-60-70-80-90-100
-110-120V

即時（40ms以下）-0.1-0.25-0.5-0.75-1.0-1.25-1.5-1.75
-2.0-2.5-3.0-3.5-4.0-4.5-5.0s

固定形

0.5VA

DC110V-1.5W

DC100/110V（許容電圧変動範囲DC80～143V）

（1）零相電圧に応動する定限時動作の地絡過電圧継電器です。

（2）16ビットCPUを搭載したディジタル形継電器です。

（3）表示機能の充実により監視点検が容易（入力電圧、整定値表示）

1. 動作整定は16点の整定値があり、整定値以上の電圧で動作します。

2. 時間整定は即時（40ms以下）～5sまでの範囲があり、負荷系統の運用に

応じて時限選択が可能です。

NVG11P
NVG11S

●概要

●特長

●定格一覧表

第7-5表　地絡過電圧継電器定格一覧表

制 御 電 源
電 圧

動作値整定
範 囲

時 間 整 定
範 囲

入力消費電力
（110V）

制 御 電 源
消 費 電 力

要 素 数

ケ ー ス

閉 路
容 量

開 路
容 量

出 力 接 点

塗 色

質 量

準 拠 規 格

形 式

定 格

接
点
容
量

01A
01AK
01BK

●動作時間特性	 ●復帰時間特性	

●外部接続図	

第7-5-1図　動作時間特性	 第7-5-2図　復帰時間特性	
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第7-5-3図　NVG11P形	外部接続図	

第7-5-4図　NVG11S形	外部接続図	
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7.	機種詳細A（制御電源DCタイプ）

7−6.	地絡過電流継電器（NCG11P、NCG11S、NCG21P、NCG31P）

＊1：変圧器投入時の励磁突入電流による誤動作防止機能。
　  （励磁突入電流（零相分）が定格×4倍以下、2f含有率15％以上の時に継電器出力をロック）
＊2：NCG31P形はZCT対応品です。6.6kV受電系統の地絡過電流保護には使用できません。

NCG11P- NCG21P-NCG11S-01A NCG31P-

5A、50または60Hz 0.4A、50Hzまたは60Hz

2a

20A（DC110V）（R負荷）

0.2A（DC110V）（L/R=40ms）

N1.5（黒：ケース、カバー）

1.5kg（取付固定金具含）

JEC-2500（1987） JEC-2510（1989）

1要素

引出形

なし あり なし

0.25-0.3-0.4-0.5-0.6-0.8-1.0-1.5
-2.0-3.0-4.0-5.0-6.0A

即時（50ms以下）-0.1-0.2-0.3-0.4
-0.5-0.6-0.7-0.8-0.9-1.0-1.1-1.2
-1.3-1.4-1.5s

10-20-30-40-50
-60-70-80mA

0.1-0.2-0.3-0.4-0.5-
0.6-0.7-0.8-0.9-1.0-
1.1-1.2-1.3-1.4-1.5s

固定形 引出形

0.5VA

DC110V-1.5W

DC100/110V（許容電圧変動範囲DC80～143V）

（1）零相電流に応動する定限時動作の地絡過電流継電器です。

（2）16ビットCPUを搭載したディジタル形継電器です。

（3）表示機能の充実により監視点検が容易（入力電流、整定値表示）

1. 動作整定は13点（0.4A定格は8点）の整定値があり、整定値以上の電流

で動作します。

2. 時間整定は即時～1.5sまでの範囲があり、負荷系統の運用に応じて時限

選択が可能です。

NCG11P
NCG11S
NCG21P
NCG31P

●概要

●特長

●定格一覧表

第7-6表　地絡過電流継電器定格一覧表

制 御 電 源
電 圧

2 fロック
機 能

動作値整定
範 囲

時 間 整 定
範 囲

入 力 消 費
電 力

制 御 電 源
消 費 電 力

要 素 数

ケ ー ス

閉 路
容 量

開 路
容 量

出 力 接 点

塗 色

質 量

準 拠 規 格

形 式

定 格

接
点
容
量

（＊1）

01A
01AK
01BK

01A
01AK
01BK

01A
01AK
01BK

●動作時間特性	

●2fロック特性（対応機種：NCG21P）	

●復帰時間特性	

●外部接続図	

第7-6-1図　動作時間特性	

第7-6-3図　2fロック特性	

第7-6-2図　復帰時間特性	
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第7-6-5図　残留回路方式による地絡保護接続図例	
　　　　　		（接続図はNCG11P,21Pを例として使用）	

第7-6-4図　ZCT方式による地絡保護接続図例（NCG31P）	

第7-6-6図　三次巻線付CT方式による地絡保護接続図例	
　　　　　		（接続図はNCG11Sを例として使用）	
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7.	機種詳細A（制御電源DCタイプ）

7−7.	地絡方向継電器（NDG11P、NDG11S、NDG21P）

NDG11P- NDG11S- NDG21P-

110/190V、0.4A 50または60Hz

15V固定

2a

20A（DC110V）（R負荷）

0.2A（DC110V）（L/R=40ms）

N1.5（黒：ケース、カバー）
1.5kg（取付固定金具含）

JEC-2500（1987） JEC-174C（1974） JEM-1336

1要素
引出形

1-2-3-4-5-6mA 10-20-30-40-50-60
-80-100mA

30°,60°

即時（100ms以下）-0.25-0.5-0.75-1.0-1.25-1.5-1.75
-2.0-2.5-3.0-3.5-4.0-4.5-5.0s

固定形 引出形

0.5VA

DC110V-1.5W

DC100/110V（許容電圧変動範囲DC80～143V）

（1）零相電圧、零相電流を用いた地絡方向継電器です。
（2）16ビットCPUを搭載したディジタル形継電器です。
（3）表示機能の充実により監視点検が容易（入力電圧、電流、整定値表示）
（4）非接地系用（NDG11P,NDG11S）と5A,10A接地系用（NDG21P）

の2種類があります。
（5）高圧6.6kV受電設備ではEVTが使用できませんのでNDG31S形をご

採用ください。

NDG11P
NDG11S
NDG21P

●概要

●特長

●定格一覧表
第7-7表　地絡方向継電器定格一覧表

制 御 電 源
電 圧

動 作 値 整
定範囲（I0）

感 度 角
整 定
時 間 整 定
範 囲
入 力 消 費
電 力

制 御 電 源
消 費 電 力

要 素 数

V0

ケ ー ス

閉 路
容 量
開 路
容 量

出 力 接 点

塗 色
質 量
準 拠 規 格

形 式

定 格

接
点
容
量

1. 動作整定は非接地系用が1～6mA、5A,10A接地系が10～100mAの
整定値があり、I0cos（θ－ψ）が整定値以上の場合に動作します。
θ ： V0、 I0間位相差
ψ ： 最大感度角

2. 時間整定は即時（100ms以下）～5sまでの範囲があり、負荷系統の運用
に応じて選択が可能です。

01A
01AK 01A 01A

01AK

●位相特性

●外部接続図

●動作時間特性 ●復帰時間特性

［NDG11P,Sの場合］

動作時間 ： 即時
動作整定値（I0） ： 1mA
入力電流 ： 整定値×1000％（10mA）
入力電圧 ： 

［NDG21Pの場合］

動作時間 ： 即時
動作整定値（I0） ： 10mA
入力電流 ： 整定値×1000％（0.1A）
入力電圧 ：

定格電圧、30V

定格電圧、30V

第7-7-2図　動作時間特性 第7-7-3図　復帰時間特性

復
帰
時
間

（ms）

入力電流（整定値倍数）

50

100

150

200

250

300

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1

第7-7-1図　位相特性

90°

270°

動作域
144°

114°

306°

336°

感度角60°

感度角30°

整定値×1000％
180° 0°

第7-7-4図　NDG11P,NDG21P,NDG11S形 外部接続図

注）一般には当該品と地絡過電圧継電器（NVG11S,P,NVG21S,P）を組み合せます。

動
作
時
間

（ms）

入力電流（整定値倍数）

即時（100ms以下）

40
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60

80
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A
B
C

遮断器

A/D,演算回路
整定･表示回路

表
示
ロ
ッ
ク

D
C
10
0/
11
0V

TC

52a

X1

1

P

3

復帰
レバー

ドライバ NDG□1P-

42

動作　
表示器

 監
視
出
力

(異
常
時
O
N
)

制
御
電
源

D
C
10
0/
11
0V

19

ドライバ

1513 14 16

N

TC

A/D,演算回路
整定･表示回路

X1 X1

52a

1 3

P

a f

20 22

動作　
表示器

X1

NDG11S-01A

復帰
レバー

2 4

遮断器

制
御
電
源

D
C
10
0/
11
0V

ZCT ZCT

N

X1 X1

EVT

電流制限抵抗器

109 15

X2電源
回路

1413 7 8 16

X2

11 12

電源
回路

P N P N

□□A
□□AK
□□BK

注）監視出力は式記号□□AK,□□BKの時に、
　 　表示ロックは式記号□□BKの時に有効となります。

ZCTはAZ-ECA、AZ-ECB、ATZ-E6A形を
選定して下さい。
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7−8.	電力継電器（NWO11P）

7.	機種詳細A（制御電源DCタイプ）

1A 5A

5-6.5-8-10-12.5-16-20W 25-32-40-50-63-80-100W

110V、50または60Hz

1要素

DC100/110V（DC80～143V）

定限時（1秒）又は普通反限時

0.5VA

DC110V-1.5W

2a

N1.5（黒：ケース、カバー）

1.5kg（盤固定金具含）

JEC-2500（1987）

0.05-0.1-0.15-0.2-0.25-0.3-0.35-0.4-0.45
0.5-0.55-0.6-0.7-0.8-0.9-1.0

20A（DC110V、0.5秒）R負荷

0.2A（DC110V）（L/R : 40ms）

NWO11P- NWO11P-

（1）三相回路の有効電力を検出する継電器です。発電機のモータリング保護

および電流潮流の方向検出等に使用されます。

（2）16ビットCPUを搭載したディジタル形継電器です。

（3）表示機能の充実により監視点検が容易（入力電圧レベル表示、電力表示、

整定値表示、時限カウント状態表示）

1. 自己監視機能により、高信頼性を実現。（プログラム暴走監視、メモリ監

視、A/D変換精度監視）

2. 整定が容易で高精度

NWO11P
NWO11P

●概要

●特長

●定格一覧表

第7-8表　電力継電器定格一覧表

形 式
01A
01AK
01BK

02A
02AK
02BK

定
格

整
定
範
囲

接
点
容
量

電 流

電圧－周波数

動 作 値

時 限 整 定

閉 路 容 量

開 路 容 量

時 間 整 定
（タイムダイヤル）

要 素 数

制御電源電圧

入力消費電力

制御電源消費電力

出 力 接 点

塗 色

質 量

準 拠 規 格

●位相特性	

●復帰時間特性	

●動作時間特性	

●外部接続図	

第7-8-2図　動作時間特性	

第7-8-1図　位相特性	

第7-8-3図　復帰時間特性	

第7-8-4図　NWO11P形	外部接続図	

●限時要素	

　・定限時（1s）、普通反限時の特性を第7-8-2図に示します。	

　・特性式	

　　A：普通反限時　T＝TD×――――	（s）　B：定限時（1s）	

　　時間整定（TD）：タイムダイヤル（0.05〜1.0）　	

　　I：整定値の倍率	

※	Iが20倍以上時は、各特性式の20倍の動作時間で一定となります。	

40W（0.21A）整定	

0.14	
I0.02－1

復
帰
時
間

（ms）
 

入力電流（整定値倍数） 

50

100

150

200

250

300

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1

動
作
時
間
（s）
 

入力電流（整定値倍率） 

（タイムダイヤル1） 

時間整定（TD）が1.0（最大）の場合 

10

5

1

0.5

100

50

0.1
1 5 10 20 30

A：普通反限時 

B：定限時（1s） 

90° 
最大感度角 

IR lead θ for VST 

270° 

IR

VST

1000％ 

110V一定 

150° 30° 

120° 60° 

300° 

330° 

180° 

210° 

240° 

174° 6° 
0° 

500％ 
動作領域 

不動作領域 

動作域 

1 3

9 10 13 14

42

NWO11P-

16

52a

A B C

P

N

P N
制
御
電
源
 

D
C
10
0/
11
0V

A/D,演算回路 
整定･表示回路 

電源
回路 

リレードライバ 

X1

X3

表
示
ロ
ッ
ク
 

D
C
10
0/
11
0V

15 7 8

X1 X1

監
視
出
力
 

(異
常
時
O
N
)

遮断器 
　52

X3

注）監視出力は式記号AK,BKの時に、 
　　表示ロックは式記号BKの時に有効となります。 

A 
AK 
BK

TC

動作　
表示器 

復帰 
レバー 

1211
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7−9.	比率差動継電器（NBT11P）

7.	機種詳細A（制御電源DCタイプ）

5A、50または60Hz

DC 100/110V（許容電圧変動範囲 DC80～143V）

ロック-15-25-40-50％

2.9-3.2-3.5-3.8-4.2-4.6-5.0-8.7A

ロック-2-3-4-5-6-7-8倍

15％（1fに対する含有率）

2×0.5VA

DC110V-2.0W

2a

20A（DC110V 0.5秒）R負荷

0.2A（DC110V）（L/R:40ms）

N1.5（黒：ケース、カバー）

2.0kg（取付固定金具含）

JEC-2500（1987）、JEC-174F（1982）

※1：ロックは動作値測定試験用に設けた整定であり、実運用では整定しないでください。
※2：変圧器投入時の励磁突入電流による誤動作防止機能。

NBT11P-

（1）二巻線変圧器の内部事故を検出する継電器です。

（2）16ビットCPUを搭載したディジタル形継電器です。

（3）表示機能の充実により監視点検が容易（差動電流表示、整定値表示）

1. 自己監視機能により、高信頼性を実現。（プログラム暴走監視、メモリ監

視、A/D変換精度監視

2. 整定が容易で精度が高くなっております。

NBT11P ●概要

●特長

●定格一覧表

第7-9表　電力継電器定格一覧表

形 式 02A
02AK

整
定
範
囲

接
点
容
量

比率整定（※1）

整 合 整 定
HOC動作
整 定（ ※ 1 ）

閉 路 容 量

開 路 容 量

定 格

制御電源電圧

入力消費電力

2 f検出値（※2）

制御電源消費電力
出 力 接 点

塗 色

質 量

準 拠 規 格

●2Fロック特性

●復帰時間特性

●動作時間特性

●比率特性

●外部接続図

第7-9-1図　動作時間特性（DIF要素） 第7-9-2図　動作時間特性（HOC要素）

第7-9-4図　2Fロック特性

第7-9-3図　比率特性

第7-9-5図　復帰時間特性
第7-9-6図　NBT11P形 外部接続図

第
２
高
調
波
含
有
率
（％）

基本波電流（整定値倍数）

5

10

15

20

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
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動作域

復
帰
時
間

（ms）

入力電流（整定値倍数）

50
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150

200

250
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0 0.2 0.4 0.6 0.8 1

入力電流（整定値倍数）

動
作
時
間

（ms）
20
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0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

30

入力電流（整定値倍数）

動
作
時
間

（ms）
40

30

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

50

6

5

4

3

2

1

0.3

50％

40％

25％

15％

差
電
流
（Id）
（
整
合
整
定
値
の
倍
数
）

流出電流（PU）（整合整定値の倍数）

比率整定整合整定：2.9A

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

動作域

9TC

A

B

C

A/D,
演算
回路
整定･
表示
回路

遮断器
　52

復帰
レバー

10

電源
回路

ド
ラ
イ
バ

ド
ラ
イ
バ

ド
ラ
イ
バ

X1

動作　
表示器

16

X1

NBT11P-

制御電源
DC100/110V

監視出力
(異常時ON)

監視出力
(異常時ON)

監視出力
(異常時ON)

13P

N

P

N

P

N
14

7

8
02A
02AK

X1

X3

X3

11

1

12

3

2

4

6

5
2F
LOCK

注）監視出力は式記号AKの時に有効となります。
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表示器
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復帰
レバー

2F
LOCK

6

5

4
X1

2

3
X1

1

12

9 11

制御電源
DC100/110V

A/D,
演算
回路
整定･
表示
回路

動作　
表示器

14
電源
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7−10.	周波数継電器（NRF11P）

7.	機種詳細A（制御電源DCタイプ）

AC110V  50Hz AC110V  60Hz
DC100/110V

（許容電圧変動範囲DC80～143V）

即時：ロック-48.0～52Hz（0.5Hzステップ）
限時：47.0～52.9Hz（0.1Hzステップ）

即時：（100～150ms）～5.0秒
（2秒以下：0.25秒ステップ、2秒以上：0.5秒ステップ）

即時：ロック-58.0～62Hz（0.5Hzステップ）
限時：57.0～62.9Hz（0.1Hzステップ）

2要素（即時要素、限時要素）

引出形

200～250ms

0.5VA

DC110V-2.0W

即時要素／限時要素　各2a、監視異常

20A（DC110V）（R負荷）

0.2A（DC110V）（L/R＝40ms）

N1.5（黒：ケース、カバー）

1.5kg（取付固定金具含）

JEC-2500（1987）

NRF11P-01BK NRF11P-02BK

（1）系統の周波数に応動する周波数継電器です。

（2）1台で過周波数または不足周波数継電器として使用可能です。

（3）16ビットCPUを搭載したディジタル形継電器です。

1. 即時要素と限時要素を内蔵し、各々整定が可能です。

2. 即時要素は不使用（ロック）とすることができます。

3. 定格周波数未満の整定では不足周波数継電器、超える整定では過周波数

継電器として機能します。但し、即時要素と限時要素を同時に不足周波数

整定と過周波数整定で使用することはできません。

4. 限時要素の動作時間は即時（100～150ms）～5.0秒までの定限時特性

で、負荷系統の運用に応じて選択が可能です。

NRF11P ●概要

●特長

●定格一覧表

第7-10表　周波数継電器一覧表

形 式

接
点
容
量

閉 路 容 量

開 路 容 量

定 格

制御電源電圧

要 素 数

ケ ー ス

塗 色

質 量

準 拠 規 格

動作値整定（Hz）

限時要素時間整定

制御電源消費電力

出 力 接 点

復 帰 時 間

入力消費電力
（110V）

●動作時間／復帰時間特性	

●外部接続図	

〈条件〉	

不足周波数時：定格周波数→整定値×80％	

過周波数時：定格周波数→整定値×120％	

周波数変化率：4Hz/s	

〈動作時間〉	

即　時：100〜150ms	

〈復帰時間〉	

　　　　200〜250ms

←	

←	

第7-10-1図　NRF11P形	外部接続図	

1 3

9 10 13 14

42

NRF11P-

16

52a

A B C

P

N

P N

制
御
電
源
 

D
C
10
0/
11
0V

A/D,演算回路 
整定･表示回路 

電源
回路 

ドライバ 

X1

X2

表
示
ロ
ッ
ク
 

D
C
10
0/
11
0V

15 7 8

X1 X1

監
視
出
力
 

(異
常
時
O
N
)

遮断器 
　52

X2
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TC

動作　
表示器 

復帰 
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5 6

X1 X1

（瞬時要素） （限時要素） 
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8.	機種詳細B（制御電源不要タイプ）

8−1.	過電流継電器（NCO22S、NCO22P）

NCO22S-02A NCO22P-02A

5A、50または60Hz

2a（限時要素と瞬時要素のOR条件で出力）

20A（DC110V）（R負荷）
10A（AC110V）（力率0.5）

0.2A（DC110V）（L/R=40ms）
5A（AC110V）（力率0.5）

N1.5（黒：ケース、カバー）

1.8kg（取付固定金具含）

JEC-2500（1987） JEC-2510（1989）

2要素

固定形

ロック（＊1） 2.5-3.0-3.5-4.0-4.5-5.0-6.0-7.0-8.0A

ロック-20-25-30-35-40-45-50-55-60A

即時（＊1）-0.05-0.1-0.15-0.2-0.25-0.3-0.35-0.4-0.45
-0.5-0.6-0.7-0.8-0.9-1.0

引出形

4VA

（1）交流電流に応動する限時及び瞬時動作の過電流継電器です。

（2）16ビットCPUを搭載したディジタル形継電器です。

（3）継電器本体の制御電源は入力電流（CT2次入力）より確保するので不要

です。

（4）表示機能の充実により監視点検が容易（入力電流、整定値表示等）

1. 限時要素は9点の整定値があり、整定値以上の電流で動作します。

2. 動作特性（時限整定）は普通反限時、強反限時、超反限時の3種類があり、

系統上位、下位との協調に応じて選択が可能です。

3. 反限時（普通、強、超）特性はタイムダイヤル（0.05～1.0）付きです。

4. 瞬時要素はロック、20～60Aの範囲で設定できます。

NCO22S
NCO22P

●概要

●特長

●定格一覧表

第8-1表　過電流継電器定格一覧表

限時動作整定
範 囲

瞬時動作整定
範 囲

時間整定範囲
（タイムダイヤル）

入力消費電力
（5A）

要 素 数

ケ ー ス

閉 路
容 量

開 路
容 量

出 力 接 点

塗 色

質 量

準 拠 規 格

形 式

定 格

接
点
容
量

＊1：ロックおよび即時は動作値整定試験に設けている整定値です。通常運転中では整定しないで
ください。

＊2：入力電流が2A以上で自己監視機能が動作可能となり、入力レベル数値表示が表示可能とな
ります。

●限時要素特性

●瞬時要素特性

●外部接続図

時間整定（タイムダイヤル：TD）を1としたときの
普通反時限、強反時限、超反時限の特性を下図に示し
ます。

A：普通反限時　T=TD×　0.14 　（s）
Ⅰ0.02－1

B：強反限時　T=TD×13.5 （s）
Ⅰ－1

C：超反限時　T=TD×  80   （s）
Ⅰ2－1

TD：タイムダイヤル（0.05～1.0）、Ⅰ：整定値の倍率
＊限時要素の動作時間特性は入力電流Ⅰ（整定値倍率）が20倍を超
えると各特性式の20倍の動作時間で一定となります。但し、時間
整定を最小値にしても動作時間は40ms以下になりません。

＊限時要素の最小動作時間は瞬時要素特性に準じます。（96ページ
参照）

第8-1-3図　NCO22S形 外部接続図

第8-1-2図　動作時間特性（瞬時要素）
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第8-1-1図　動作時間特性

第8-1-4図　NCO22P形 外部接続図
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注）
本継電器は2CT用ですが、もし1CTで使用する場合は、
NCO22Sは⑬⑭か⑮⑯、NCO22Pは⑨⑩か⑪⑫のい
ずれか一方にCTを接続し他方は開放としてご使用くだ
さい。不使用端子間を短絡又は両端子に1CT出力を並
列入力させると継電器が動作しなくなります。
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8.	機種詳細B（制御電源不要タイプ）

8−2.	過電流継電器（NCO32S、NCO32P）

（1）JIS C 4602（1986）準拠の変流器2次電流引外し用に使用する限時

及び瞬時動作の過電流継電器です。

（2）継電器本体の制御電源は入力電流（CT2次入力）より確保するので不要

です。（＊2）

（3）16ビットCPUを搭載したディジタル形継電器です。

（4）表示機能の充実により監視点検が容易（入力電流、整定値表示等）

1. 限時要素は6点（3～6A）の整定値があり、整定値以上の電流で動作します。

2. 動作特性は超反限時特性のみの固定です。

3. タイムダイヤル（0.5～50）、瞬時要素はロック、20～60Aの範囲で設定

できます。

NCO32S
NCO32P

●概要

●特長

●定格一覧表

第8-2表　過電流継電器定格一覧表

NCO32S-02A NCO32P-02A

5A、50または60Hz

1a

20A（DC110V）（R負荷）
10A（AC110V）（力率0.5）

開路容量　60A（遮断器のコイルを配線）

0.2A（DC110V）（L/R：40ms）
5A（AC110V）（力率0.5）

N1.5（黒：ケース、カバー）

1.8kg（取付固定金具含）

JIS C 4602（1986）

2要素

固定形

ロック（＊1）-3.0-3.5-4.0-4.5-5.0-6.0A

ロック-20-25-30-35-40-45-50-55-60A

即時（＊1）-0.5-1-2-3-4-5-6-7-8-9-10-20-30-40-50

引出形

4VA

限時動作整定
範 囲

瞬時動作整定
範 囲

時間整定範囲
（タイムダイヤル）

入力消費電力
（5A）

要 素 数

ケ ー ス

閉 路
容 量

開 路
容 量

出 力 接 点

塗 色

質 量

準 拠 規 格

形 式

定 格

接
点
容
量

＊1：ロックおよび即時は動作値整定試験に設けている整定値です。通常運転中では整定しないで
ください。

＊2：入力電流が2A以上で自己監視機能が動作可能となり、入力レベル数値表示が表示可能とな
ります。

遮 断 器
引き外し用

警 報 用

●限時要素特性

●瞬時要素特性

●外部接続図

時間整定（タイムダイヤル：TD）を10としたときの
特性を8-2-1図に示します。
特性式

　超反限時　T= TD ×  80 （s）
10    Ⅰ2－1

TD：タイムダイヤル（0.5～50）、Ⅰ：整定値の倍率
＊限時要素の動作時間特性は入力電流Ⅰ（整定値倍率）が20倍を超
えると特性式の20倍の動作時間で一定となります。但し、時間整
定を最小値にしても動作時間は50ms以下になりません。

＊限時要素の最小動作時間は瞬時要素特性に準じます。（96ページ
参照）
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第8-2-1図　動作時間特性（限時要素）

第8-2-2図　動作時間特性（瞬時要素）

第8-2-3図　NCO32S 外部接続図 第8-2-4図　NCO32P形 外部接続図
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にCTを接続し他方は開放としてご使用ください。不使用
端子間を短絡又は両端子に1CT出力を並列入力させる
と継電器が動作しなくなります。

C1R

TC1

A B C

A/D,
演算
回路
整定･
表示
回路

遮断器
　52

復帰
レバー

TC2

C1T

C2T2R

T1R

C2T2T

T1T

電源
回路

X1

X2

X1

X1

動作　
表示器

E

X2

NCO32S-02A

C1R

TC1

A B C

A/D,
演算
回路
整定･
表示
回路

遮断器
　52

復帰
レバー

TC2

C1T

C2T2R

T1R

C2T2T

T1T

電源
回路

X1

X1

X1

動作　
表示器

E

X2

NCO32P-02A

X2

ド
ラ
イ
バ

ド
ラ
イ
バ

a1

a2

a1

a2
警報 警報

CKSJ-0336_本文[H2-本文_H3]見開きPDF作成用.indd   32-33CKSJ-0336_本文[H2-本文_H3]見開きPDF作成用.indd   32-33 2024/02/14   18:082024/02/14   18:08



34 35

8.	機種詳細B（制御電源不要タイプ）

8−3.	過電圧継電器（NVO21S、NVO21P）

（1）交流電圧に応動する定限時動作の過電圧継電器です。

（2）16ビットCPUを搭載したディジタル形継電器です。

（3）表示機能の充実により監視点検が容易（入力電圧、整定値表示）

（4）継電器本体の制御電源は入力電圧（VT2次電圧）より確保するので不要

です。（＊1）

1. 動作整定は7点の整定値があり、整定値以上の電圧で動作します。

2. 時間整定は即時（100ms）～5sまでの範囲があり、負荷系統の運用に応

じて選択が可能です。

NVO21S
NVO21P

●概要

●特長

●定格一覧表

第8-3表　過電圧継電器定格一覧表

NVO21S-01A NVO21P-01A

110V、50または60Hz

2a

20A（DC110V）（R負荷）
10A（AC110V）（力率0.5）

0.2A（DC110V）（L/R＝40ms）
5A（AC110V）（力率0.5）

N1.5（黒：ケース、カバー）

1.8kg（取付固定金具含）

JEC-2500（1987） JEC-2511（1995）

1要素

固定形

120-125-130-135-140-145-150V

即時（100ms以下）-0.25-0.5-0.75-1.0-1.25-1.5-1.75
-2.0-2.5-3.0-3.5-4.0-4.5-5.0s

引出形

4VA

動作値整定
範 囲

時 間 整 定
範 囲

入力消費電力
（110V）

要 素 数

ケ ー ス

閉 路
容 量

開 路
容 量

出 力 接 点

塗 色

質 量

準 拠 規 格

形 式

定 格

接
点
容
量

＊1：入力電圧が50V以上で自己監視機能が動作可能となり、入力レベル数値表示が表示可能と
なります。

●動作時間特性	 ●復帰時間特性	

●外部接続図	

第8-3-1図　動作時間特性	 第8-3-2図　復帰時間特性	
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第8-3-4図　NVO21P形	外部接続図	

第8-3-3図　NVO21S形	外部接続図	
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8.	機種詳細B（制御電源不要タイプ）

8−4.	不足電圧継電器（NVU21S、NVU21P）

（1）交流電圧に応動する定限時動作の不足電圧継電器です。

（2）16ビットCPUを搭載したディジタル形継電器です。

（3）表示機能の充実により監視点検が容易（入力電圧、整定値表示）

（4）継電器本体の制御電源は入力電圧（VT2次電圧）より確保するので不要

です。（＊1）

1. 動作整定は9点の整定値があり、整定値以下の電圧で動作します。

2. 時間整定は即時（50ms以下）～5sまでの範囲があり、負荷系統の運用に

応じて選択が可能です。

3. 出力リレーはラッチング動作をしますので、電源喪失した場合でも閉路状

態を継続します。なお、復電後リレーが復帰するまで2～3秒程度を要しま

す。

NVU21S
NVU21P

●概要

●特長

●定格一覧表

第8-4表　不足電圧継電器定格一覧表

NVU21S-01A NVU21P-01A

110V、50または60Hz

2a

20A（DC110V）（R負荷）
10A（AC110V）（力率0.5）

0.2A（DC110V）（L/R=40ms）
5A（AC110V）（力率0.5）

N1.5（黒：ケース、カバー）

1.8kg（取付固定金具含）

JEC-2500（1987） JEC-2511（1995）

1要素

固定形

60-65-70-75-80-85-90-95-100V

即時（50ms以下）-0.25-0.5-0.75-1.0-1.25-1.5-1.75
-2.0-2.5-3.0-3.5-4.0-4.5-5.0s

引出形

4VA

動 作 整 定
範 囲

時 間 整 定
範 囲

入力消費電力
（110V）

要 素 数

ケ ー ス

閉 路
容 量

開 路
容 量

出 力 接 点

塗 色

質 量

準 拠 規 格

形 式

定 格

接
点
容
量

＊1：入力電圧が50V以上で自己監視機能が動作可能となり、入力レベル数値表示が表示可能と
なります。

●動作時間特性	 ●復帰時間特性	

●外部接続図	

第8-4-1図　動作時間特性	 第8-4-2図　復帰時間特性	
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第8-4-4図　NVU21P形	外部接続図	

第8-4-3図　NVU21S形	外部接続図	
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8.	機種詳細B（制御電源ACタイプ）

8−5.	地絡過電流継電器（NCG41S、NCG41P）

NCG41S-01A NCG41P-01A
1A/5A、50または60Hz

2a
20A（DC110V）（R負荷）
10A（AC110V）（力率0.5）

0.2A（DC110V）（L/R=40ms）
5A（AC110V）（力率0.5）
N1.5（黒：ケース、カバー）
1.8kg（取付固定金具含）

JEC-2500（1987） JEC-2510（1989）

1要素
固定形

なし

即時（50mS以下）-0.1-0.2-0.3-0.4-0.5-0.6-0.7-0.8-0.9
-1.0-1.1-1.2-1.3-1.4-1.5s

0.1-0.15-0.2-0.25-0.3-0.4-0.5-0.6-0.8-1.0-1.5-2.0A

引出形

AC110V-4VA

0.5VA

AC100/110V（許容電圧変動範囲AC85～127V）

（1）零相電流に応動する定限時動作の地絡過電流継電器です。
（2）16ビットCPUを搭載したディジタル形継電器です。
（3）表示機能の充実により監視点検が容易（入力電流、整定値表示）
（4）制御電源はAC100/110Vが必要です。

1.動作整定は12点の整定値があり、整定値以上の電流で動作します。
2.時間整定は即時～1.5sまでの範囲があり、負荷系統の運用に応じて時限選
択が可能です。

NCG41S
NCG41P

●概要

●特長

●定格一覧表
第8-5表　地絡過電流継電器定格一覧表

制 御 電 源
電 圧

2 f ロ ッ ク
機 能
動作値整定
範 囲
時 間 整 定
範 囲
入 力 消 費
電 力

制 御 電 源
消 費 電 力

要 素 数
ケ ー ス

閉 路
容 量
開 路
容 量

出 力 接 点

塗 色
質 量
準 拠 規 格

形 式
定 格

接
点
容
量

時間整定（タイムダイヤル：TD）を1としたときの
特性を下図に示します。
特性式

　強反限時　T=TD×13.5 （s）
Ⅰ－1

TD：タイムダイヤル（0.5～10）、Ⅰ：整定値の倍率
＊入力電流Ⅰ（整定値倍率）が20倍を超えると各特性式の20倍の
動作時間で一定となります。（第7-2-1図）

＊限時要素の最小動作時間は瞬時要素特性に準じます。

●動作時間特性 ●復帰時間特性

●外部接続図

第8-5-1図　動作時間特性 第8-5-2図　復帰時間特性

第8-5-3図　三次巻線付CT方式による地絡保護接続図例
 （接続図はNCG41Sを例として使用）

第8-5-4図　残留回路方式による地絡保護接続図例
 （接続図はNCG41Pを例として使用）
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8.	機種詳細B（制御電源ACタイプ）

8−6.	地絡過電圧継電器（NVG21S、NVG21P）

（1）零相電圧に応動する定限時動作の地絡過電圧継電器です。

（2）16ビットCPUを搭載したディジタル形継電器です。

（3）表示機能の充実により監視点検が容易（入力電圧、整定値表示）

（4）制御電源はAC100/110Vが必要です。

1.動作整定は10点の整定値があり、整定値以上の電圧で動作します。

2.時間整定は即時～5sまでの範囲があり、負荷系統の運用に応じて選択が可

能です。

NVG21S
NVG21P

●概要

●特長

●定格一覧表

第8-6表　地絡過電圧継電器定格一覧表

NVG21S-01A NVG21P-01A

110/190V、50または60Hz

2a

20A（DC110V）（R負荷）
10A（AC110V）（力率0.5）

0.2A（DC110V）（L/R=40ms）
5A（AC110V）（力率0.5）

N1.5（黒：ケース、カバー）

1.8kg（取付固定金具含）

JEC-2500（1987） JEC-2511（1995）

1要素

固定形

10-15-20-25-30-35-40-45-50-60V

即時（40mS以下）-0.1-0.25-0.5-0.75-1.0-1.25-1.5-1.75
-2.0-2.5-3.0-3.5-4.0-4.5-5.0s

引出形

AC110V-3VA

0.5VA

AC100/110V（許容電圧変動範囲AC85～127V）
制 御 電 源
電 圧

動作値整定
範 囲

時 間 整 定
範 囲

入 力 消 費
電 力

制 御 電 源
消 費 電 力

要 素 数

ケ ー ス

閉 路
容 量

開 路
容 量

出 力 接 点

塗 色

質 量

準 拠 規 格

形 式

定 格

接
点
容
量

●復帰時間特性	●動作時間特性	

●外部接続図	

第8-6-1図　動作時間特性	 第8-6-2図　復帰時間特性	
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8.	機種詳細B（制御電源ACタイプ）

8−7.	地絡過電圧継電器（NVG31S）

NVG31S-01A

専用ZPD、50または60Hz

AC100/110V（許容電圧変動範囲AC90～120V）

完全地絡電圧に対し、2.5-5.0-7.5-10-15％

0.05-0.2-0.5-0.8-1.0s

2a

AC110V  5.5VA

DC110V 15A（0.5s）R負荷

DC110V 1A（L/R=25ms）

1.0kg

N1.5（黒：ケース、カバー）

1要素

固定形

（1）JISC4609（1990）に対応した高圧受電設備の地絡過電圧継電器で

地絡方向継電器（NDG41S-01A）と組合せて使用します。

（2）本継電器専用のZPD（零相基準入力装置）と組合せて使用します。（詳

細は13章 付属品・別出用品を参照）

（3）NVG31S形1台に対し、NDG41Sを最大30台まで使用できます。

NVG31S ●概要

●定格一覧表

第8-7表　地絡過電圧継電器定格一覧表

制 御 電 源
電 圧

動 作 値
整 定 範 囲

時 間 整 定
範 囲

制 御 電 源
消 費 電 力

要 素 数

ケ ー ス

閉 路
容 量

開 路
容 量

出 力 接 点

塗 色

質 量

形 式

定 格

接
点
容
量

1. V0動作整定は完全地絡に対し5段階の整定があり整定値以上の場合に動作

します。

2. 時間整定は、0.05～1.0sまでの範囲があり、負荷系統の運用に応じて選択

が可能です。

●特長

●復帰時間特性	

●外部接続図	

第8-7-2図　NVG31S-01A形、NDG41S-01A形	外部接続図	

第8-7-1図　復帰時間特性	
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8−8.	地絡方向継電器（NDG31S、NDG41S）

8.	機種詳細B（制御電源ACタイプ）

NDG31S-01A NDG41S-01A

専用ZPD、ZCT、50または60Hz

AC100/110V（許容電圧変動範囲AC85～127V）

2a

AC110V-6VA

DC110V 15A（0.5s）R負荷

DC110V 1A（L/R=25ms）

1.0kg

N1.5（黒：ケース、カバー）

JIS C 4609（1990）
高圧受電点用

JIS C 4609（1990）
高圧フィーダ用

1要素

0.1-0.2-0.4-0.6-1.0A

0.05-0.2-0.5-0.8-1.0s

2.5-5-7.5-10-15％ ―

固定形

（1）JIS C 4609（1990）準拠の高圧受電設備の非接地系地絡方向継電器

です。

（2）本継電器専用のZPD（零相基準入力装置）、ZCT（零相変流器）と組合

せてご使用ください。（詳細は13章 付属品・別出用品を参照）

（3）受電点用はNDG31S-01A、フィーダ用はNDG41S-01Aとなります。

（4）受電点用NDG31S形1台に対し、フィーダ用NDG41Sを最大30台ま

で使用できます。

NDG31S
NDG41S

●概要

●定格一覧表

第8-8表　地絡方向継電器定格一覧表

制 御 電 源
電 圧

動 作 値
整定範囲

時 間 整 定
範 囲

制 御 電 源
消 費 電 力

要 素 数

ケ ー ス

閉 路
容 量

開 路
容 量

出 力 接 点

塗 色

質 量

準 拠 規 格

形 式

定 格

接
点
容
量

（I0）
（V0）

1. 動作整定（I0）は5点の整定値があります。

2. 時間整定は、0.05～1.0sまでの範囲があり、負荷系統の運用に応じて選択

が可能です。

●特長

●位相特性	

●外部接続図	

●動作時間特性	

●復帰時間特性	

第8-8-1図　位相特性	

第8-8-3図　NDG31S-01A形、NDG41S-01A形	外部接続図	

第8-8-2図　復帰時間特性	
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9.	ご使用状態

Nシリーズ保護継電器は、JEC-2500-1987（一部の機種はJIS	C	4602,	4609）の

規格に準拠して製作されています。規格に定められた常規使用状態でご使用ください。

常規使用状態

（1）周囲温度が0〜＋40℃の範囲。

（2）相対湿度が30〜80％を越えない範囲。（結露しないこと）

（3）標高が2,000m以下の範囲。

（4）異常な振動、衝撃、傾斜および磁界を受けない状態。

（5）有害な煙、腐食性ガス、塩害にさらされない状態。

（6）過度な塵埃または微粉がかからない状態。

（7）過大な開閉サージ、雷サージ、高周波電磁界（電波、静電放電）にさらされない状態。

ご使用状態

10.	性能一覧表

性能一覧表

＊NVG31S、NDG31S、41S形は上表の性能と異なりますのでお問い合せください。

項　　目

絶縁抵抗

商用周波耐電圧

雷インパルス耐電圧

過負荷耐量

高周波じょう乱ノイズ

パルスノイズ

静電放電ノイズ

電波ノイズ

制御電源電圧

周波数特性

入力回路負担

接点容量

温度特性

振動・衝撃
振動

衝撃

表示

入力回路

DC500V絶縁抵抗計使用

電気回路一括対FG間
電気回路相互間
接点回路端子間（極間）

連続
瞬時

瞬時

294m/s2（30G）　前後・上下・左右－各3回
CT回路：0.5VA　VT回路：0.5VA（電源不要タイプ：CT回路、VT回路共に約4VA）

塗装色 ケース、カバーの色：N1.5（マンセル記号）
質量 1.5kg～1.8kg（盤固定金具含）
準拠規格 JEC-2500（1987）、JEC-2510（1989）、JEC-2511（1995）

閉  路  容  量
開  路  容  量

20A（DC110V）（R負担）
0.2A（DC110V）（L/R：40ms）

電源　　　　　　LED（黄）：電源「入」時点灯、電源「切」または異常時消灯
異常　　　　　　LED（赤）：自己監視異常時点灯、正常時消灯
時限カウント　　LED（黄）：時限カウント時点滅→動作にて点灯、常時消灯
動作表示　マグサイン（赤）：継電器動作時（赤）表示、手動復帰で（黒）表示

定格入力電圧×1.15倍　－3時間、1回
定格入力電圧×1.25倍　－10秒、1回

定格入力電流×40倍　－1秒、2回
（1分間隔）

電気回路一括FG間
電気回路相互間
接点回路端子間（極間）

電気回路一括FG間
電気回路相互間
接点回路端子間（極間）

10MΩ以上

5MΩ以上

AC2000Ｖ　1分間

AC1000Ｖ　1分間

4500V　正負各3回

3000V　正負各3回

異常がないこと

誤動作・誤表示がないこと

誤動作・誤表示がないこと

誤動作・誤表示がないこと

誤動作・誤表示がないこと

誤動作・誤表示がないこと

仕様・性能条　　件

V
Ｔ

Ｃ
Ｔ

標準波形1.2/50μsのインパルス電圧を、
正負各3回印加

電圧1kV　100nsのパルス幅を印加
立ち上がり時間：1ns、繰り返し周波数50/60Hz
印加時間：2秒、極性：正および負
印加箇所：電気回路一括対FG間（入力、電源）

接触放電8kV（正極）　100nsのパルス幅を印加
印加時間：1ケ所あたり1s以上の間隔で10回以上繰り返す
印加箇所：ケース（正面、裏面、側面）

150MHz、400MHz帯を出力5Wトランシーバーにて照射
900MHz帯を5W無線機にて照射

定格電圧：DC100/110V（約2W）
許容変動：80～143V

定格電圧：AC100/110V（約3VA）
許容変動：85～127V

許容変動：50Hz定格（47.5Hz～52.5Hz）
60Hz定格（57.0～63.0Hz）

0～40℃（特性保証）
－10～50℃（動作保証）
－20～60℃（復元保証）
16.7Hz、0.4mm　前後・上下・左右－各10分
10Hz、5mm　前後・左右、2.5mm上下－各30秒
但し、3Hz～10Hzで共振点がないこと

周波数1.0～1.5MHz第1波ピーク値2.5～3.0kVの減衰振動電圧を印加
印加回数：50回/s、印加時間：2秒間
減衰時間：6μs以上で1/2の減衰
印加箇所：電気回路一括対FG間（入力、電源）

CKSJ-0336_本文[H2-本文_H3]見開きPDF作成用.indd   46-47CKSJ-0336_本文[H2-本文_H3]見開きPDF作成用.indd   46-47 2024/02/14   18:082024/02/14   18:08



48 49

11.	試験A（制御電源DCタイプ）

試験A（制御電源DCタイプ）

試験時には必ず取扱説明書を準備し、事前によくお読みの上、試験を行ってください。	
	
11−1.　共通事項	
（1）交流入力は定格周波数の正弦波に近いものを使用してください。	

周波数：定格周波数の±1％以内	
交流波形：歪率2％以下	

（2）制御電源は安定化されたものを使用してください。	
リップル：3％以下	

（3）周囲温度が20℃±10℃にて試験を行ってください。	
	
11−2.　過電流継電器（NC011P,	NC011S,	NC012P）	
（1）動作値	

試験回路を構成し、定格制御電圧を印加した状態で、入力電流をOAから徐々に上げていき、限
時及び瞬時出力接点（a接点）が閉じたときの電流を測定します。	
試験条件は以下のとおりです。	

上表記載の整定値毎に動作値を測定してください。	
●管理値　整定値の±5％以内	
	
瞬時要素動作値試験時には長時間過電流を流さないでください。	
電流レベルと通電時間の関係は以下のとおりです。	

（2）復帰値試験	
試験回路を構成し、制御電源DC110Vを印加した状態で、動作電流値より徐々に下げていき、	
限時及び瞬時出力接点（a接点）が開いたときの電流を測定します。	
試験条件は動作値試験（第11-1表）と同じです。	
	
●管理値　動作値×0.9以上	

第11-2-1表　限時及び瞬時動作・復帰試験条件一覧表	

第11-2-2表　電流レベル	―	通電時間	

限時要素	
動作値試験	

瞬時要素	
動作値試験	

限時動作整定	 2A、10A、18A（最小、中間、最大）	
瞬時動作整定	 ロック（任意）	
時間整定	 0.05	
時限整定	 定限時（1s）	
限時動作整定	 最小動作整定値	
瞬時動作整定	 10A、45A、80A（最小、中間、最大）	
時間整定	 0.05（任意）	
時限整定	 定限時（1s）（任意）	

電流レベル	 通電時間	
10A	 ≦400s	
20A	 ≦100s	
50A	 ≦16s	
100A	 ≦4s

（3）時間特性試験
A. 動作時間
試験回路を構成し、定格制御電源を印加した状態で、入力電流を0Aから下表の入力電流に急変させ、
入力電流通電から限時及び瞬時出力接点（a接点）が閉じるまでの時間を測定します。
試験条件は以下のとおりです。

特性式
TD：タイムダイヤル（0.05～1.0）、Ⅰ：整定値の倍率

普通反限時 T＝TD×　0.14　（s） 強反限時 T＝TD×　13.5　（s）

超反限時 T＝TD×　 80　（s） 定限時（10s） T＝TD×10（s）

＊Iが20倍以上の時は、各特性式の20倍の動作時間で一定となります。

B. 釈放時間
試験回路を構成し、定格制御電圧を印加した状態で、
限時動作整定、瞬時動作整定×300％入力の動作状態
より入力を零にした時、限時及び瞬時出力接点（a接点）
が開くまでの時間を測定します。
試験条件は右のとおりです。

第11-2-3表　限時及び瞬時要素動作時間試験条件一覧表

第11-2-5表　釈放時間試験条件一覧表

限時要素
動作時間
試験

瞬時要素
動作時間
試験

限時動作整定 2A（最小整定値）
瞬時動作整定 ロック（任意）
時間整定 1.0
時限特性 定限時（1s）、定限時（10s）、普通反限時、強反限時、超反限時
入力電流 限時動作整定値×300％、500％、1000％
限時動作整定 最小動作整定値（任意）
瞬時動作整定 10A（最小整定値）
時間整定 0.05（任意）
時限特性 定限時（1s）（任意）
入力電流 瞬時動作整定値×200％

第11-2-4表　動作時間管理値一覧表

限時要素

瞬時要素 40ms以下
定限時（1s） 1s±100ms
定限時（10s） 10s±5％以内

注）カッコ内誤差は最小電流整定値以外のときです。

限時動作整定 2A（最小整定値）
瞬時動作整定 10A
時間整定 0.05
時限特性 普通反限時

●管理値

●管理値　200～250msの範囲

 限時動作整定値 ×300％ 6.30s±12％（±18％）
普通反限時  ×500％ 4.28s±7％（±10％）
    ×1000％ 2.97s±7％（±10％）
 限時動作整定値 ×300％ 6.75s±12％（±18％）
強反限時  ×500％ 3.38s±7％（±10％）
    ×1000％ 1.50s±7％（±10％）
  限時動作整定値 ×300％ 10.0s±12％（±18％）
超反限時  ×500％ 3.33s±7％（±10％）
    ×1000％ 0.81s±7％（±10％）

Ⅰ2－1

Ⅰ0.02－1 Ⅰ－1
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試験A（制御電源DCタイプ）

C. 復帰時間
釈放時間測定と同じで、時限カウントLEDが点滅から消灯するまで目視にて確認します。
特性式 T（G）＝TD×｛tr/1－（Ⅰ/ⅠS）｝
 T（G）：復帰時間　TD：タイムダイヤル　Ⅰ：入力電流（範囲：0～動作整定値未満）　
 tr：定数（5.5）　ⅠS：動作整定値

 （4）リレー出力の強制制御確認試験
トリップ回路試験等でリレーを強制的に動作させるリレー出力の強制制御は、以下の方法で確認でき
ます。

A. 本体表面の強制動作スイッチと整定完了スイッチを同時に押すことで強制動作します。
（スイッチ操作の1秒後に強制動作し、押している時のみ有効となります。）
B. 強制動作状態中では以下の表示が出ます。
●すべての動作マグサイン表示が反転（赤）します。
●数値表示LEDが「000」と表示する。（強制制御中を表す。）

 （5）試験回路

A. 過電流継電器（NC011P形）

第11-2-1図　動作値試験回路 第11-2-2図　時間特性試験回路

B. 過電流継電器（NC012P形）

第11-2-3図　動作値試験回路 第11-2-4図　時間特性試験回路

C. 過電流継電器（NC011S形）

第11-2-5図　動作値試験回路 第11-2-6図　時間特性試験回路

2要素タイプ（NCO12P形）は、入力が2相となっていますので、
試験時は各相毎に実施してください。
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11−3.　過電流継電器（NCR21S、NCR21P、NCR22P）	
（1）動作値試験	

試験回路を構成し、定格制御電源を印加した状態で、入力電流をOAから徐々に上げていき、限
時及び継電器動作の出力接点（a接点）が閉じたときの電流を測定します。	
試験条件は以下のとおりです。	

上表記載の整定値毎に動作値を測定してください。	
●管理値　整定値の±5％以内	

上表最小整定値で動作値を測定します。	
限時要素の動作時間確認試験時には入力電流を90A以下で4秒以内としてください。	

（2）復帰値試験	
試験回路を構成し、定格制御電源を印加した状態で、動作電流値より徐々に下げていき、限時及び	
継電器動作の出力接点（a接点）が開いたときの電流を測定します。	
試験条件は動作値試験（第11-6表）と同じです。	
●管理値　動作値×0.9以上（限時動作、瞬時動作整定値）	
　　　　　動作値×0.8±5％以内（HDO動作整定値）	

（3）時間特性試験	
A.動作時間	
試験回路を構成し、定格制御電源を印加した状態で、入力電流をOAから下表の入力電流に急変さ	
せ、入力電流通電から限時及び継電器動作の出力接点（a接点）が閉じるまでの時間を測定します。	

第11-3-1表　限時、HDO及び瞬時要素動作・復帰試験一覧表	

限時要素	
動作値試験	

瞬時要素	
動作値試験	

HDO要素	
動作値試験	

限時動作整定	 3A、4、5A、8A（最小、中間、最大）	
瞬時動作整定	 ロック（任意）	
HDO動作整定	 ロック（任意）	
時間整定	 即時	
限時動作整定	 最小動作整定値	
瞬時動作整定	 ロック（任意）	
HDO動作整定	 4A、10A、16A（最小、中間、最大）	
時間整定	 即時	
即時動作整定	 最小動作整定値	
瞬時動作整定	 10A、40A、60A（最小、中間、最大）	
HDO動作整定	 ロック	
時間整定	 即時（任意）	

第11-3-2表　限時、HDO及び瞬時要素動作時間試験条件一覧表	

限時要素	
動作時間	
試験	

瞬時要素	
動作時間	
試験	

HDO要素	
動作時間	
試験	

限時動作整定	 3A（最小整定値）	
瞬時動作整定	 ロック（任意）	
HDO動作整定	 ロック（任意）	
時間整定	 1.0	
入力電流	 限時動作整定値×300％、500％、1000％	
限時動作整定	 最小整定値（任意）	
瞬時動作整定	 ロック	
HDO動作整定	 7A	
時間整定	 即時（任意）	
入力電流	 3.5A→HDO動作整定値×200％	
限時動作整定	 最小整定値（任意）	
瞬時動作整定	 10A（最小整定値）	
HDO動作整定	 ロック	
時間整定	 即時（任意）	
入力電流	 瞬時動作整定値×200％	
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試験A（制御電源DCタイプ）

（5）試験回路	

A.	過電流継電器（NCR21S形）	

第11-3-1図　動作値試験回路	

	

第11-3-2図　時間特性試験回路	

B.	過電流継電器（NCR21P形）	

第11-3-3図　動作値試験回路	

	

第11-3-4図　時間特性試験回路	

C.	過電流継電器（NCR22P形）	

第11-3-5図　動作値試験回路	

	

第11-3-6図　時間特性試験回路	
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特性式
TD:タイムダイヤル（0.5～10）、Ⅰ：整定値の倍率

強反限時 T＝TD×13.5 （s）　　　　　　       Ⅰ－1
＊Ⅰが20倍以上時は、各特性式の20倍の動作時間で一定となります。

特性式
T（G）＝TD×｛tr/1－（Ⅰ/ⅠS）｝
T（G）:復帰時間　TD：タイムダイヤル　Ⅰ:入力電流（範囲:0～動作整定値未満）
tr:定数（5.5）　ⅠS:動作整定値

●管理値　

●管理値　200～500msの範囲

（4）リレー出力の強制制御確認試験
11-2. （4）を参照ください。

第11-3-3表　動作時間管理値一覧表

第11-3-4表　釈放時間試験条件一覧表

瞬時要素
HDO要素
即時整定

限時要素

瞬時動作整定値×200％急変で40ms以下
3.5A→HDO動作整定値（3.5A～7A）×200％急変で40ms以下
瞬時動作整定値×300％で50ms以下
 最小動作測定値×300％ 6.75s±12％
 最小動作測定値×500％ 3.38s±7％
 最小動作測定値×1000％ 1.50s±7％
強反限時 最小動作測定値以外×300％ 6.75s±18％
 最小動作測定値以外×500％ 3.38s±10％
 

最小動作測定値以外×1000％
 1.50s±10％

  上記％または±100ms以内

限時動作整定 3A（最小整定値）
瞬時動作整定 10A（最小整定値）
HDO動作整定 7A※

時間整定 即時

B. 釈放時間
試験回路を構成し、定格制御電源電圧を印加した状態で、限時動作整定、瞬時動作整定、HDO動
作整定×300％入力の動作状態より入力を零にした時、限時及び継電器動作の出力接点（a接点）
が開くまでの時間を測定します。

C. 復帰時間
釈放時間測定と同じで、時限カウントLEDが点滅から消灯するまで目視にて確認します。

※入力電流21A→3.5A
　急変して測定する。
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試験A（制御電源DCタイプ）

●管理値　整定値の±5％以内	
	
（2）復帰値試験	

試験回路を構成し、定格制御電源を印加した状態で、動作電圧値より徐々に下げていき、出力接
点（a接点）が開いたときの電圧を測定します。	
試験条件は動作値試験（第11-10表）と同じです。	

	
●管理値　動作値×0.95以上	

	
（3）時間特性試験	
A.	動作時間	
試験回路を構成し、定格制御電源を印加した状態で、入力電圧を0Vから動作整定値×120％に
急変させ、入力電圧印加から出力接点（a接点）が閉じるまでの時間を測定します。	

第11-4-1表　動作・復帰値試験条件	

動作値整定	 110V、130V、150V	
		 （最小、中間、最大）	
時間整定	 即時	

第11-4-2表　動作時間整定	

動作値整定	 110V	
時間整定	 即時、1.5s、5.0s

第11-4-4表　復帰時間整定	

動作値整定	 110V	
時間整定	 即時	

第11-4-3表　動作時間管理値	

動作時間整定	 管理値	
即時		 50ms以下	
1.5s		

±5％以下
	

5.0s

●管理値	

B.	復帰時間	
試験回路を構成し、定格制御電源を印加した状態で、動作値整定×120％入力の動作状態より入力	
を零にした時、出力接点（a接点）が開くまでの時間を測定します。	

●管理値	
200〜250msの範囲	
	

（4）リレー出力の強制制御確認試験	
11－2.（4）を参照ください。	

11−4.　過電圧継電器（NVO11P,		NVO11S）	
（1）動作値試験	

試験回路を構成し、定格制御電源を印加した状態で、入力電圧を0Vから徐々に上げていき、出力
接点（a接点）が閉じたときの電圧を測定します。	
試験条件は下表のとおりです。	

（5）試験回路	

A.	過電圧継電器（NV011P形）	

第11-4-1図　動作値試験回路	

	

第11-4-2図　時間特性試験回路	

B.	過電圧継電器（NV011S形）	

第11-4-3図　動作値試験回路	

	

第11-4-4図　時間特性試験回路	

	
11−5.　不足電圧継電器（NVU11P、NVU11S）	
（1）動作値試験	

試験回路を構成し、定格制御電源を印加した状態で、入力電圧を定格から徐々に下げていき、	
出力接点（a接点）が閉じたときの電圧を測定します。	
試験条件は下表のとおりです。	

●管理値　整定値の±5％以内	
	

（2）復帰値試験	
試験回路を構成し、定格制御電源を印加した状態で、動作電圧値より徐々に上げていき、	
出力接点（a接点）が開いたときの電圧を測定します。	
試験条件は動作値試験（第11-14表）と同じです。	

	
●管理値　動作値×1.05以下	

第11-5-1表　動作・復帰値試験条件	

動作整定値	 35V、70V、110V	
		 （最小、中間、最大）	
時間整定	 即時	

X1

X1

V 
～ 

NVO11P形 

R ± 

電流調整器 交流 
電圧計 

E

START STOP

S
T

3φ 
AC220V

9

10

13

14

3

2

16

4

1

制御電源 
DC100/110V

P

N

X1

X1

V 
～ 

NVO11P形 

R ± 

電圧調整器 

制御電源 
DC100／110V

交流 
電圧計 

E

S
T

3φ 
AC220V

9

10

13

14

P

N

3

2

16

4

1

テスター 

X1

X1

V 
～ 

NVO11S形 

R ± 

電流調整器 交流 
電圧計 

E

START STOP

S
T

3φ 
AC220V

13

14

19

20

3

2

22

4

1

制御電源 
DC100/110V

P

N

X1

X1

V 
～ 

NVO11S形 

R ± 

電圧調整器 

制御電源 
DC100／110V

交流 
電圧計 

E

S
T

3φ 
AC220V

13

14

19

20

P

N

3

2

22

4

1

テスター 

CKSJ-0336_本文[H2-本文_H3]見開きPDF作成用.indd   54-55CKSJ-0336_本文[H2-本文_H3]見開きPDF作成用.indd   54-55 2024/02/14   18:082024/02/14   18:08



56 57

11.	試験A（制御電源DCタイプ）

試験A（制御電源DCタイプ）

（3）時間特性試験	
A.	動作時間	
試験回路を構成し、定格制御電源を印加した状態で、入力電圧を定格電圧から動作整定値×70
％に急変させ、入力電圧印加から出力接点（a接点）が閉じるまでの時間を測定します。	

第11-5-2表　動作時間整定	

動作値整定	 110V	
時間整定	 即時、1.5s、5.0s

第11-5-4表　復帰時間整定	

動作値整定	 110V	
時間整定	 即時	

第11-5-3表　動作時間管理値	

動作時間整定	 管理値	
即時		 35ms以下	
1.5s		

±5％以下
	

5.0s

●管理値	

B.	復帰時間	
試験回路を構成し、定格制御電源を印加した状態で、動作値整定×70％入力の動作状態より入力	
を定格電圧に急変した時、出力接点（a接点）が開くまでの時間を測定します。	

●管理値	
200〜250msの範囲	
	

（4）リレー出力の強制制御確認試験	
11－2.（4）を参照ください。	

（5）試験回路	

A.	不足電圧継電器（NVU11P形）	

第11-5-1図　動作値試験回路	

	

第11-5-2図　時間特性試験回路	

B.	不足電圧継電器（NVU11S形）	

第11-5-3図　動作値試験回路	

	

第11-5-4図　時間特性試験回路	
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11−6.	地絡過電流継電器（NCG11P、NCG11S、NCG21P、NCG31P）	
（1）動作値試験	

試験回路を構成し、定格制御電源を印加した状態で、入力電源を0Aから徐々に上げていき、出
力接点（a接点）が閉じたときの電源を測定します。	
試験条件は下表のとおりです。	

●管理値　整定値の±5％以内	
	

（2）復帰値試験	
試験回路を構成し、定格制御電源を印加した状態で、動作電流値より徐々に下げていき、出力接
点（a接点）が開いたときの電流を測定します。	
試験条件は動作値試験（第11-18表）と同じです。	

	
●管理値　動作値×0.9以上	
	

（3）時間特性試験	
A.	動作時間	
試験回路を構成し、定格制御電源を印加した状態で、入力電圧を0Vから動作整定値×300％に
急変させ、入力電流通電から出力接点（a接点）が開くまでの時間を測定します。	

第11-6-1表　動作・復帰値試験条件	

NCG11P、NCG11S	 0.25A、1.0A、6.0A	
NCG21P	 （最小、中間、最大）	 0.1s	
NCG31P	 10mA、50mA、80mA	 	

第11-6-3表　動作時間管理値	

動作時間整定	 管理値	
	 即時		 50ms以下	
	 0.5s		 ±50ms以下	
	 1.0s		

±5％以下
	

	 1.5s

●管理値	

B.	復帰時間	
試験回路を構成し、定格制御電源を印加した状態で、動作値整定×300％入力の動作状態より入力	
を零にした時、出力接点（a接点）が開くまでの時間を測定します。	

●管理値	
200〜250msの範囲	

	 形　式	 動作値整定	 時間整定	

第11-6-2表　動作時間整定	

NCG11P、NCG11S	 0.25A	
0.1s、0.5s、1.0s、1.5s	NCG21P	

NCG31P	 10mA

	 形　式	 動作値整定	 時間整定	

第11-6-4表　復帰時間整定	

NCG11P、NCG11S	 0.25A	 	
NCG21P		 0.1s	
NCG31P	 10mA

	 形　式	 動作値整定	 時間整定	

	

CKSJ-0336_本文[H2-本文_H3]見開きPDF作成用.indd   56-57CKSJ-0336_本文[H2-本文_H3]見開きPDF作成用.indd   56-57 2024/02/14   18:082024/02/14   18:08



58 59

11.	試験A（制御電源DCタイプ）

試験A（制御電源DCタイプ）

（4）リレー出力の強制制御確認試験	
11－2.（4）を参照ください。	

	
（5）試験回路	

A.	地絡過電流継電器（NCG11P、NCG21P、NCG31P形）	

第11-6-1図　動作値試験回路	

	

第11-6-2図　時間特性試験回路	

B.	地絡過電流継電器（NCG11S形）	

第11-6-3図　動作値試験回路	

	

第11-6-4図　時間特性試験回路	

	
11−7.　地絡過電圧継電器（NVG11P、NVG11S）	
（1）動作値試験	

試験回路を構成し、定格制御電源を印加した状態で、入力電圧を0Vから徐々に上げていき、	
出力接点（a接点）が閉じたときの電圧を測定します。	
試験条件は下表のとおりです。	

●管理値　整定値の±5％以内	
	

（2）復帰値試験	
試験回路を構成し、定格制御電源を印加した状態で、動作電圧値より徐々に下げていき、	
出力接点（a接点）が開いたときの電圧を測定します。	
試験条件は動作値試験（第11-7-1表）と同じです。	
	
●管理値　動作値×0.95以上	

第11-7-1表　動作・復帰値試験条件	

動作整定値	 10V、60V、120V	
		 （最小、中間、最大）	
時間整定	 即時	
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（3）時間特性試験	
A.	動作時間	
試験回路を構成し、定格制御電源を印加した状態で、入力電圧を0Vから動作整定値×150％に
急変させ、入力電圧印加から出力接点（a接点）が閉じるまでの時間を測定します。	

第11-7-2表　動作時間整定	

動作値整定	 10V	
時間整定	 即時、1.5s、5.0s

第11-7-4表　復帰時間整定	

動作値整定	 10V	
時間整定	 即時	

第11-7-3表　動作時間管理値	

動作時間整定	 管理値	
即時		 40ms以下	
1.5s		

±5％以下
	

5.0s

●管理値	

B.	復帰時間	
試験回路を構成し、定格制御電源を印加した状態で、動作値整定×150％入力の動作状態より	
入力を零にした時、出力接点（a接点）が開くまでの時間を測定します。	

●管理値	
200〜250msの範囲	

	（4）リレー出力の強制制御確認試験	
11－2.（4）を参照ください。	

（5）試験回路	

	

A.	地絡過電圧継電器（NVG11P形）	

第11-7-1図　動作値試験回路	

	

第11-7-2図　時間特性試験回路	

B.	地絡過電圧継電器（NVG11S形）	

第11-7-3図　動作値試験回路	

	

第11-7-4図　時間特性試験回路	
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11−8.	地絡方向継電器（NDG11P、NDG11S、NDG21P）	
（1）電流動作値試験	

試験回路を構成し、定格制御電源及び定格入力電圧を印加した状態で、入力電流を0Aから徐々に上
げていき、出力接点（a接点）が閉じたときの電流を測定します。	
電圧・電流の位相は感度角整定に固定。	
試験条件は下表のとおりです。	

●管理値	
整定値の±10％以内	
	

（2）電圧動作値試験	
試験回路を構成し、定格制御電源を印加した状態で、入力電流を動作整定値×200％通電し、電
圧を徐々に上げていき、出力接点（a接点）が閉じたときの電圧を測定します。	
電圧・電流の位相は感度角整定に固定。（I0進み）	

第11-8-1表　電流動作値試験条件一覧表	

第11-8-2表　電圧動作値試験条件一覧表	

NDG11P、NDG11S	 1〜6mA（全整定値）	
30°

	
NDG21P	 10〜100mA（全整定値）		

即時	
NDG11P、NDG11S	 1mA（最小整定値）	

60°
	

NDG21P	 10mA（最小整定値）	

	 形　式	 動作値整定	 最大感度角	 時間整定	

NDG11P、NDG11S	
NDG21P

即時	30°及び	
60°	

1mA（最小整定値）	
10mA（最小整定値）	

	形　式	 時間整定	最大感度角	動作値整定	

第11-8-3表　復帰値試験条件一覧表	

NDG11P、NDG11S	 1mA（最小整定値）	 30°及び	
即時	

NDG21P	 10mA（最小整定値）	 60°	 	

	 形　式	 動作値整定	 最大感度角	 時間整定	

●管理値	
15V±10％以内	
	

（3）復帰値試験（復帰電流値）	
試験回路を構成し、定格制御電源及び入力電圧30V、110V各々印加した状態で、動作電流値よ
り徐々に下げていき、出力接点（a接点）が開いたときの電流を測定します。	
入力位相　30°、60°	

●管理値	
動作値×0.8以上	

形　式 時間整定最大感度角動作値整定

形　式 時間整定最大感度角動作値整定

形　式 時間整定最大感度角動作値整定

（4）時間特性試験
A.	動作時間
試験回路を構成し、定格制御電源を印加した状態で、入力電流を0Aから動作値整定×300％に、
入力電圧を0Vから110Vに急変させ、出力接点（a接点）が閉じるまでの時間を測定します。

（5）位相特性試験
A.	動作位相角
試験回路を構成し、定格制御電源及び入力電圧30V,110V各々印加し、入力電流を動作整定値×
1000％通電し、電流の位相角を緩やかに変化させ、出力接点（a接点）が閉じたときの位相を測定

B.	復帰時間
試験回路を構成し、定格制御電源を印加した状態で、入力電流を動作値整定×300％から0に、
入力電圧110Vから0Vに急変させ、出力接点（a接点）が開くまでの時間を測定します。

第11-8-5表　動作時間特性管理値

動作時間整定 　		管理値
　 　即時 100ms以下
					0.25s 0.2〜0.3s
　		0.5s
　		1.0s ±5％以下
　		1.5s

●管理値

●管理値
200〜250msの範囲

●管理値

	

第11-8-4表　動作時間特性試験条件

第11-8-7表　動作位相角特性試験条件

第11-8-8表　動作位相角特性管理値

　 　 　0° 		84°、276°
　 　30° 114°、306° 基準位相の±5°以内
　 　60° 144°、336°

最大感度角 基準位相 管理値

第11-8-6表　復帰時間特性試験条件

NDG11P、NDG11S
NDG21P

30°
1mA
10mA

即時、0.5s、
1.0s、1.5s

NDG11P、NDG11S
NDG21P

30°
1mA
10mA

即時

NDG11P、NDG11S
NDG21P

30°、60°及び
0°

1mA（最小整定値）
10mA（最小整定値）

即時
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B.	復帰位相角	
試験回路を構成し、定格制御電源及び入力電圧30V、110Vを各々印加し、入力電流を動作整定
値×1000％通電し、電流の位相角を緩やかに変化させ、出力接点（a接点）が開いたときの位
相を測定します。	
　入力位相30°、60°	

	

第11-8-9表　復帰位相角特性試験条件	

NDG11P、NDG11S	 1mA（最小整定値）	
	 即時

	
NDG21P	 10mA（最小整定値）	 	

	 形　式	 動作値整定	 最大感度角	 時間整定	

第11-8-10表　復帰位相角特性管理値	

（7）試験回路	

（6）リレー出力の強制制御確認試験	
11－2.（4）を参照ください。	

A.	地絡方向継電器（NDG11P、NDG21P形）	

第11-8-1図　動作値試験回路	

	

第11-8-2図　時間特性試験回路	

	

B.	地絡方向継電器（NDG11S形）	

第11-8-3図　動作値試験回路	

	

第11-8-4図　時間特性試験回路	

30°、	
60°及び0°	

●管理値	
	

　　　0°	 		84°、276°	
　　30°	 114°、306°	 実測動作位相角の±3°以内	
　　60°	 144°、336°	 	

	 最大感度角	 基準位相	 管理値	
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11−9.	比率差動継電器（NBT11P）	
	
（1）最小動作値試験	
①	DIF要素	
試験回路を構成し、定格制御電源を印加した状態で、I1入力電流をOAから徐々に上げていき、出力接
点（a接点）が閉じたときの電流を測定します。またI2に電流を通電した場合も測定します。	
試験条件は下表の通りです。	
	
	
	
	
	
●管理値	
最小整合整定値（2.9A）×0.3の±5％以内	
整合整定値（上記以外）×0.3の±10％以内	
	
②HOC要素	
試験回路を構成し、定格制御電源を印加した状態で、I1入力電流をOAから徐々に上げていき、出力接
点（a接点）が閉じたときの電流を測定します。またI2に電流を通電した場合も測定します。	
試験条件は下表の通りです。	
	
	
	
	
	
●管理値	
整合整定値×動作整定値の±10％以内	
	

（2）復帰値試験	
①	DIF要素	
試験回路を構成し、定格制御電源を印加した状態で、I1入力電流を動作値から徐々に下げていき、出
力接点（a接点）が開いたときの電流を測定します。またI2に電流を通電した場合も測定します。	
試験条件は下表の通りです。	
	
	
	
	
	
●管理値	
動作値×90％以上	

第11-9-1表　最小動作値試験条件	

第11-9-2表　HOC動作値試験条件	

第11-9-3表　復帰値試験条件	

動作値試験	 2.9Aから8.7A（各整定値）	

比率整定	整合整定	 HOC整定	

15％	 ロック	

動作値試験	 2.9A（最小整定値）	

比率整定	整合整定	 HOC整定	

ロック	 2倍、8倍（最小、最大整定値）	

復帰値試験	 2.9A（最小整定値）	

比率整定	整合整定	 HOC整定	

15％	 ロック	
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②HOC要素	
試験回路を構成し、定格制御電源を印加した状態で、I1入力電流をOAから徐々に下げていき、出力接
点（a接点）が開いたときの電流を測定します。またI2に電流を通電した場合も測定します。	
試験条件は下表の通りです。	
	
	
	
	
	
●管理値	
動作値の90％以上	
	

（3）動作時間	
①	DIF要素	
試験回路を構成し、定格制御電源を印加した状態で、I1にOAから最小動作値（0.87A）×300％と
なる電流を通電し、出力接点（a接点）閉じるまでの時間を測定します。またI2に電流を通電した場合
も測定します。	
試験条件は下表の通りです。	
	
	
	
	
	
●管理値	
50ms以下	
	
②	HOC要素	
試験回路を構成し、定格制御電源を印加した状態で、I1入力電流をOAから動作値（2.9A×2倍）×
200％となる電流を通電し、出力接点（a接点）が閉じるまでの電流を測定します。またI2に電流を
通電した場合も測定します。	
試験条件は下表の通りです。	
	
	
	
	
	
●管理値	
25ms以下	

第11-9-5表　動作時間試験条件	

動作時間値験	 2.9A（最小整定値）	

比率整定	整合整定	 HOC整定	

15％	 ロック	

第11-9-4表　HOC復帰値試験条件	

復帰値試験	 2.9A（最小整定値）	

比率整定	整合整定	 HOC整定	

ロック	 2倍、8倍（最小、最大整定値）	

第11-9-6表　HOC動作時間試験条件	

動作時間試験	 2.9A（最小整定値）	

比率整定	整合整定	 HOC整定	

ロック	 2倍（最小整定値）	

（4）復帰時間	
①	DIF要素	
試験回路を構成し、定格制御電源を印加した状態で、I1に最小動作値（0.87A）×300％を通電し動
作させた状態から、電流をOとしたとき、出力接点（a接点）が開く間での時間を測定します。またI2
に電流を通電した場合も測定します。	
試験条件は下表の通りです。	
	
	
	
	
	
●管理値	
200〜250msの範囲にあること。	
	
②HOC要素	
試験回路を構成し、定格制御電源を印加した状態で、I1に最小動作値（2.9A×2倍）×200％の動作
状態から電流を0としたとき、出力接点（a接点）が開く間での時間を測定します。またI2に電流を通
電した場合も測定します。	
試験条件は下表の通りです。	
	
	
	
	
	
●管理値	
200〜250msの範囲にあること。	
	

（5）比率特性	
試験回路を構成し、定格制御電源を印加した状態で、I1またはI2に整合整定値×200％を通電した状
態で、I1またはI2を徐々に上げていき、出力接点（a接点）が閉じたときの差電流を計測します。	
試験条件は下表の通りです。	

第11-9-7表　復帰時間試験条件	

第11-9-8表　HOC復帰時間試験条件	

第11-9-9表　比率特性試験条件	

復帰時間試験	 2.9A（最小整定値）	

比率整定	整合整定	 HOC整定	

15％	 ロック	

動作値試験	 2.9A（最小整定値）	

比率整定	整合整定	 HOC整定	

ロック	 2倍（最小整定値）	

比率特性試験	 2.9A（最小整定値）	

比率整定	整合整定	 HOC整定	

15〜50％（各整定値）	 ロック	
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●管理値	
	
	
	
	
	
	
	
（6）2F-LOCK特性	
試験回路を構成し、定格制御電源を印加した状態で、I1に最小整合整定値×300％を通電し、第2調
波電流を位相0°で重畳させ不動作状態とし、この第2調波電流を徐々に下げていき、出力接点（a接
点）が閉じたときの第2調波電流を測定します。	
試験条件は下表の通りです。	
	
	
	
	
	
●管理値	
基本波の15％±2％以内	
	

（7）試験回路	

第11-9-10表　2F-LOCK試験条件	

2F-LOCK試験	 2.9A（最小整定値）	

比率整定	整合整定	 HOC整定	

15％	 ロック	

比率整定	 差電流	 管理値	

15％	

25％	

40％	

60％	

1.74A	

2.32A	

3.19A	

3.77A

±10％以内	

比率	

100
＋（整合整定値×0.3）A差電流＝流出電流×	

第11-9-1図　動作値試験回路	

第11-9-2図　時間特性試験回路	

第11-9-3図　比率特性試験回路	

第11-9-4図　2F-LOCK試験回路	
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11－10. 電力継電器（NWO11P）

（1）電流動作値試験
試験回路を構成し、定格制御電源および定格入力電圧を印加した状態で、入力電流をOAから徐々に上げ
ていき、出力接点（a接点）が閉じたときの電流を測定します。電圧・電流の位相は電流進み90°に固定とします
。
試験条件は下表の通りです。

●管理値
整定値の±5％以内

（2）電圧動作値試験
試験回路を構成し、定格制御電源および入力電圧30Vとし、動作整定値の300％となる入力電流を通電し
た状態で、入力電圧を徐々に上げていき、出力接点（a接点）が閉じたときの電圧を測定します。電圧・電流の
位相は電流進み90°に固定とします。
W＝√3・VST・IR・COS（θ－90°）
試験条件は下表の通りです。

●管理値
40V±5％以内

（3）復帰値試験（復帰電流値）
試験回路を構成し、定格制御電源および定格入力電圧を印加した状態で、動作電流値より徐々に下げてい
き、出力接点（a接点）が開いたときの電流を測定します。電圧・電流の位相は電流進み90°に固定とします。

第11-10-1表　電流動作値試験条件

動作値試験
5、10、20W（最小、中間、最大）NWO11P-01A

25、50、100W（最小、中間、最大）NWO11P-02A

時限特性動作値整定形　式 時間整定

定限時 0.05

第11-10-2表　電圧動作値試験条件

動作値試験
5W（最小）NWO11P-01A

25W（最小）NWO11P-02A

時限特性動作値整定形　式 時間整定

定限時 0.05
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試験条件は下表の通りです。

●管理値
動作値×90％以上

（4）動作時間試験
試験回路を構成し、定格制御電源および定格入力電圧を印加した状態で、入力電流をOAから動作整定値×
300、500、1000％になる電流を通電し、出力接点（a接点）が閉じるまでの時間を測定します。電圧・電流
の位相は電流進み90°に固定とします。
試験条件は下表の通りです。

●管理値

（5）釈放時間試験
試験回路を構成し、定格制御電源および定格入力電圧を印加し、動作整定値×300％になる電流を通電し
動作した状態から電流を0にし、出力接点（a接点）が開くまでの電流を測定します。電圧・電流の位相は電流
進み90°に固定とします。
試験条件は下表の通りです。

●管理値
200ms～250msの範囲であること。

第11-10-3表　復帰値試験条件

動作値試験
5W（最小）NWO11P-01A

25W（最小NWO11P-02A

時限特性動作値整定形　式 時間整定

定限時 0.05

第11-10-4表　電圧動作値試験条件

動作値試験
5W（最小）NWO11P-01A

25W（最小）NWO11P-02A

時限特性動作値整定形　式 時間整定

定限時、普通反限時 1.0

第11-10-5表　電圧動作値試験条件

釈放時間試験
5W（最小）NWO11P-01A

25W（最小）NWO11P-02A

時限特性動作値整定形　式 時間整定

普通反限時 0.05

限時要素

定限時（1s）

普通反限時
限時動作整定値×300％
　　　　　　　×500％
　　　　　　　×1000％

6.30s±12％
4.28s±7％
2.97s±7％

1s±5％または±100ms以内

（6）動作位相角試験
試験回路を構成し、定格制御電源および定格入力電圧を印加した状態で、電流を動作整定値×200、
1000％通電し、電流の位相角を緩やかに変化させ、出力接点（a接点）が閉じたときの位相を測定し
ます。
試験条件は下表の通りです。

●管理値

第11-10-6表　電流動作値試験条件

動作値試験

動作レベル 基準位相

150°

30°

174°

6°

管理値

整定値×  200％

基準位相の±10°以内

整定値×1000％

5、10、20W（最小、中間、最大）NWO11P-01A

25、50、100W（最小、中間、最大）NWO11P-02A

時限特性動作値整定形　式 時間整定

定限時 0.05

第11-10-1図　動作値試験回路 第11-10-2図　時間特性試験回路
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11−11.	周波数継電器（NRF11P）	
	
（1）不足周波数動作値試験	
試験回路を構成し、定格制御電源および定格入力電圧を印加した状態で、周波数を徐々に下げていき、
出力接点（a接点）が閉じたときの周波数を測定します。	
試験条件は下表の通りです。	
	
	
	
	
	
●管理値	
即時、限時要素共通	
	 定格±1.5Hz以内整定時	 整定値±0.03Hz以内	
	 定格±1.6〜3Hz以内の整定時	 整定値±0.05Hz以内	
	

（2）過周波数動作値試験	
試験回路を構成し、定格制御電源および定格入力電圧を印加した状態で、周波数を徐々に上げていき、
出力接点（a接点）が閉じたときの周波数を測定します。	
試験条件は下表の通りです。	
	
	
	
	
	
	
●管理値	
即時、限時要素共通	
	 定格±1.5Hz以内整定時	 整定値±0.03Hz以内	
	 定格±1.6〜3Hz以内の整定時	 整定値±0.05Hz以内	
	

（3）不足周波数動作時間試験	
試験回路を構成し、定格制御電源および定格入力電圧を印加した状態で、定格周波数から整定値×80
％に急変させ、出力接点（a接点）が閉じるまでの電流を測定します。（変化率：4Hz／s）	
試験条件は下表の通りです。	
	
	
	
	
	
	
●管理値	
100〜150ms以内（即時）	

	
（4）過周波数動作時間試験	
試験回路を構成し、定格制御電源および定格入力電圧を印加した状態で、定格周波数から整定値×120
％に急変させ、出力接点（a接点）が閉じるまでの電流を測定します。（変化率：4Hz／s）	

第11-11-1表　不足周波数動作値試験条件	

動作値試験	
48.0－49.5Hz：0.5Hzステップ（全整定）	即時要素	

47.0、48.5、49.9Hz（最小、中間、最大）	限時要素	

周波数整定（50Hz品）	

58.0－59.5Hz：0.5Hzステップ（全整定）	

57.0、58.5、59.9Hz（最小、中間、最大）	

周波数整定（60Hz品）	要素	

動作値試験	
50.5－52.0Hz：0.5Hzステップ（全整定）	即時要素	

50.1、51.5、52.9Hz（最小、中間、最大）	限時要素	

周波数整定（50Hz品）	

60.5－62.0Hz：0.5Hzステップ（全整定）	

60.1、61.5、62.9Hz（最小、中間、最大）	

周波数整定（60Hz品）	要素	

動作値試験	
48.0Hz（最小）	即時要素	

47.0Hz（任意）	限時要素	

周波数整定（50Hz品）	

58.0Hz（最小）	

57.0Hz（任意）	

周波数整定（60Hz品）	要素	

第11-11-2表　過周波数動作値試験条件	

第11-11-3表　不足周波数動作時間試験条件	

	
試験条件は下表の通りです。	
	
	
	
	
	
●管理値	
100〜150ms以内（即時）	
	

（5）不足周波数復帰時間試験	
試験回路を構成し、定格制御電源および定格入力電圧を印加した状態で、整定値×80％の動作状態よ
り定格周波数に戻したとき、出力接点（a接点）が開くまでの時間を測定します。（変化率：4Hz／s）	
試験条件は下表の通りです。	
	
	
	
	
	
●管理値	
200〜250ms以内（即時）	
	

（6）過周波数復帰時間試験	
試験回路を構成し、定格制御電源および定格入力電圧を印加した状態で、定格周波数から整定値×
120％に急変させ、出力接点（a接点）が閉じるまでの時間を測定します。（変化率：4Hz／s）	
試験条件は下表の通りです。	
	
	
	

	
	
●管理値	
200〜250ms以内（即時）	

	
（7）試験回路	
	

第11-11-4表　過周波数動作時間試験条件	

動作値試験	
52.0Hz（最大）	即時要素	

52.9Hz（任意）	限時要素	

周波数整定（50Hz品）	

62.0Hz（最大）	

62.9Hz（任意）	

周波数整定（60Hz品）	要素	

第11-11-5表　不足周波数復帰間試験条件	

第11-11-6表　過周波数動作時間試験条件	

第11-11-1図　動作値試験回路	 第11-11-2図　時間特性試験回路	

動作値試験	
48.0Hz（最小）	即時要素	

47.0Hz（任意）	限時要素	

周波数整定（50Hz品）	

58.0Hz（最小）	

57.0Hz（任意）	

周波数整定（60Hz品）	要素	

動作値試験	
52.0Hz（最大）	即時要素	

52.9Hz（任意）	限時要素	

周波数整定（50Hz品）	

62.0Hz（最大）	

62.9Hz（任意）	

周波数整定（60Hz品）	要素	
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試験B（制御電源不要、ACタイプ）

11.	試験A（制御電源DCタイプ）

試験A（制御電源DCタイプ）

11−12.	表示確認	
各継電器の動作、復帰値試験時に下記状態となることを確認してください。	

	
1.	動作マグサイン表示確認	
（1）過電流継電器　1要素タイプ	

①限時動作状態で限時動作マグサイン表示が反転（赤）すること。	
②瞬時動作状態で瞬時動作マグサイン表示が反転（赤）すること。	

（2）過電流継電器　2要素タイプ	
①限時動作状態で該当する相の（R相またはT相表示）が反転（赤）すること。	
②瞬時動作状態で瞬時動作マグサインおよび該当する相のマグサイン（R相、T相表示）表示が反
転（赤）すること。	

（3）その他電圧継電器……動作状態で動作マグサイン表示が反転（赤）すること。	
	
2.	LED表示確認	
各LEDが正常に表示するか目視にて確認してください。	
（1）電源LED	

制御電源印加で点灯することを確認する。	
（2）異常LED	

点灯しないこと。	
（但し、制御電源印加直後に一瞬（約100ms）点灯することを確認する。）	

（3）時限カウントLED（注）	
①動作時限に近づくにつれて周期が早くなることを確認する。	
動作時限に達した場合、完全点灯することを確認する。	

②動作状態より入力電流を動作値の90％に下げたとき、時限カウントLEDが完全点灯状態から点
滅状態となることを確認する。	
また、この点滅周期が時間と共に長くなり、最後に点灯することを確認する。	
（注）時限カウント表示は、限時要素に対してのみ点滅・点灯します。	

（4）数値表示LED	
・各動作値整定スイッチを操作することで、そのポジションの数値を表示することを確認する。	
・表示選択LEDが点灯している内容を表示していることを確認する。	

（5）表示選択LED	
・表示選択スイッチを押すことで、点灯することを確認する。	

試験時には必ず取扱説明書を準備し、事前によくお読みの上、試験を行ってください。	
	
12−1.　共通事項	
（1）交流入力は定格周波数の正弦波に近いものを使用してください。	

周波数：定格周波数の±1％以内	
交流波形：歪率2％以下	

（2）周囲温度が20℃±10℃にて試験を行ってください。	
	
12−2.　過電流継電器（NC022S,	NC022P）	
（1）動作値	

試験回路を構成し、入力電流をOAから徐々に上げていき、出力接点（a接点）が閉じたときの
電流を測定します。	
試験条件は以下のとおりです。	

上表記載の整定値毎に動作値を測定してください。	
瞬時動作確認試験時には長時間過電流を流さないようにしてください。定格×10倍以上で確認	
する場合には、通電時間を4秒以下にしてください。	
●管理値　整定値の±5％以内	

（2）復帰値試験	
試験回路を構成し、動作電流値より徐々に下げていき、	
出力接点（a接点）が開いたときの電流を測定します。	
試験条件は動作値試験（第12-2-1表）と同じです。	
	
●管理値　動作値×0.9以上	

第12-2-1表　限時及び瞬時動作・復帰試験条件一覧表	

限時要素	
動作値試験	

瞬時要素	
動作値試験	

限時動作整定	 2.5A、4.5A、8A（最小、中間、最大）	
瞬時動作整定	 ロック（任意）	
時間整定	 即時	
時限整定	 普通反限時（任意）	
限時動作整定	 最小動作整定値（任意）	
瞬時動作整定	 20A、40A、80A（最小、中間、最大）	
時間整定	 即時（任意）	
時限整定	 普通反限時（任意）	
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試験B（制御電源不要、ACタイプ）

（3）時間特性試験	
A.	動作時間	
試験回路を構成し、入力電流を0Aから下表の入力電流に急変させ、入力電流通電から出力接点
（a接点）が閉じるまでの時間を測定します。	
試験条件は以下のとおりです。	

特性式	
TD：タイムダイヤル（0.05〜1.0）	
	
普通反限時	T＝TD×　0.14　（s）	 強反限時　T＝TD×　13.5　（s）	
	
超反限時	 T＝TD×　	80　（s）	
	
＊Ⅰが20倍以上の時は、各特性式の20倍の動作時間で一定となります。	

	
B.	釈放時間	
試験回路を構成し、限時動作整定、瞬時動作整定×
300％入力の動作状態より入力を零にした時、限時及
び瞬時出力接点（a接点）が開くまでの時間を測定し
ます。	
試験条件は右のとおりです。	

第12-2-2表　限時及び瞬時要素動作時間試験条件一覧表	

第12-2-4表　釈放時間試験条件一覧表	

限時要素	
動作時間	
試験	

瞬時要素	
動作時間	
試験	

限時動作整定	 2.5A（最小整定値）	
瞬時動作整定	 ロック（任意）	
時間整定	 1.0	
時限特性	 普通反限時、強反限時、超反限時	
入力電流	 限時動作整定値×300％、500％、1000％	
限時動作整定	 最小動作整定値（任意）	
瞬時動作整定	 20A（最小整定値）	
時間整定	 1.0（任意）	
時限特性	 普通反限時（任意）	
入力電流	 瞬時動作整定値×200％	

第12-2-3表　動作時間管理値一覧表	

限時要素	

瞬時要素	 50ms以下	

限時動作整定	 2.5A（最小整定値）	
瞬時動作整定	 20A	
時間整定	 1.0	
時限特性	 普通反限時	

上記最小整定値で動作時間を測定します。但し、入力電流の上限は90A以下とする。	
●管理値	

●管理値　200〜250msの範囲	

	 限時動作整定値	×300％	 6.30s±12％（±18％）	
普通反限時	 限時動作整定値	×500％	 4.28s±7％（±10％）	
			 限時動作整定値	×1000％	2.97s±7％（±10％）	
	 限時動作整定値	×300％	 6.75s±12％（±18％）	
強反限時	 限時動作整定値	×500％	 3.38s±7％（±10％）	
			 限時動作整定値	×1000％	1.50s±7％（±10％）	
		 限時動作整定値	×300％	 10.0s±12％（±18％）	
超反限時	 限時動作整定値	×500％	 3.33s±7％（±10％）	
			 限時動作整定値	×1000％	0.81s±7％（±10％）	

Ⅰ2－1

Ⅰ0.02－1 Ⅰ－1

注）カッコ内誤差は最小動作整値以外の整定時の値です。	

C. 復帰時間
釈放時間測定と同じで、時限カウントLEDが点滅から消灯するまで目視にて確認します。
特性式 T（G）＝TD×｛tr/1－（Ⅰ/ⅠS）｝
 T（G）：復帰時間　TD：タイムダイヤル　Ⅰ：入力電流（範囲：0～動作整定値未満）　
 tr：定数（5.5）　ⅠS：動作整定値

 （4）リレー出力の強制制御確認試験
トリップ回路試験等でリレーを強制的に動作させるリレー出力の強制制御は、以下の方法で確認でき
ます。

A. 本体表面の強制動作スイッチと整定完了スイッチを同時に押すことで強制動作します。
（スイッチ操作の1秒後に強制動作し、押している時のみ有効となります。）
B. 強制動作状態中では以下の表示が出ます。
●すべての動作マグサイン表示が反転（赤）します。
●数値表示LEDが「000」と表示する。（強制制御中を表す。）

 （5）試験回路　本継電器は2要素形となっておりますので、試験時は各相毎に実施してください。

A. 過電流継電器（NC022S形）

第12-2-1図　動作値試験回路 第12-2-2図　時間特性試験回路

B. 過電流継電器（NC022P形）

第12-2-3図　動作値試験回路 第12-2-4図　時間特性試験回路
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試験B（制御電源不要、ACタイプ）

12−3.　過電流継電器（NCO32S、NCO32P）	
（1）動作値試験	

試験回路を構成し、入力電流をOAから徐々に上げていき、出力接点（X1）が開いたときの電流
を測定します。	
試験条件は以下のとおりです。	

（2）復帰値試験	
試験回路を構成し、動作電流値より徐々に下げていき、出力接点（X1）が閉じたときの電流を
測定します。	
試験条件は動作値試験（第12-3-1表）と同じです。	
	

（3）時間特性試験	
A.動作時間	
試験回路を構成し、入力電流をOAから下記入力電流に急変させ、入力電流通電から出力接点（×
1）が開くまでの時間を測定します。	
試験条件は以下のとおりです。	

上表記載の整定値毎に動作値を測定してください。	
瞬時動作確認試験時には長時間過電流を流さないようにしてください。	
定格×10倍以上で確認する場合には、通電時間を4秒以下としてください。	
●管理値　限時動作整定値の±10％以内	

瞬時動作整定値の±15％以内	

上記最小整定値で動作時間を測定します。	
	

●管理値　限時動作整定値×0.8以上	
　　　　　瞬時動作整定値×0.9以上	

第12-3-1表　限時及び瞬時動作・復帰試験条件一覧表	

限時要素	
動作値試験	

瞬時要素	
動作値試験	

限時動作整定	 3A、4.5A、6A（最小、中間、最大）	
瞬時動作整定	 ロック（任意）	
時間整定	 即時	
限時動作整定	 最小整定値（任意）	
瞬時動作整定	 20A、40A、60A（最小、中間、最大）	
時間整定	 即時（任意）	

第12-3-2表　限時及び瞬時要素動作時間試験条件一覧表	

限時要素	
動作時間	
試験	

瞬時要素	
動作時間	
試験	

限時動作整定	 3A（最小整定値）	
瞬時動作整定	 ロック（任意）	
時間整定	 3.0（任意）	
入力電流	 限時動作整定値×300％、700％	
限時動作整定	 最小動作整定値（任意）	
瞬時動作整定	 20A（最小整定値）	
時間整定	 3.0（任意）	
入力電流	 瞬時動作整定値×200％	

第12-3-4表　釈放時間試験条件一覧表

限時動作整定 3A（最小整定値）
瞬時動作整定 20A
時間整定 0.5

●管理値

B. 釈放時間
試験回路を構成し、限時動作整定、瞬時動作整定×300％入力の動作状態より入力を零にした時、
出力接点（X1）が閉じるまでの時間を測定します。

C. 復帰時間
釈放時間測定と同じで、時限カウントLEDが点滅から消灯するまで目視にて確認します。

●管理値
200～250msの範囲

 （4）リレー出力の強制制御確認試験
12－2.（4）を参照ください。

 （5）試験回路
 本継電器は2要素形となっておりますので、試験時は各相毎に実施してください。

第12-3-1図　動作値試験回路 第12-3-2図　時間特性試験回路

第12-3-3表　動作時間管理値一覧表

限時要素

瞬時要素 50ms以下
超反限時 限時動作整定値 ×300％ 3.00s±17％
（TD＝3） 限時動作整定値 ×700％ 0.50s±12％
超反限時 限時動作整定値 ×300％ 7.00s±17％
（TD＝7） 限時動作整定値 ×700％ 1.17s±12％
超反限時  限時動作整定値 ×300％ 10.0s±17％
（TD＝10） 限時動作整定値 ×700％ 1.67s±12％

特性式
TD：タイムダイヤル（0.5～50）、Ⅰ：整定値の倍率

超反限時 T＝　   ×  80 　（s）

＊Ⅰが20倍以上時は、各特性式の20倍の動作時間で一定となります。
Ⅰ2－1

特性式
T（G）＝TD×｛tr/1－（Ⅰ/ⅠS）｝
T（G）：復帰時間　TD：タイムダイヤル　Ⅰ：入力電流（範囲：0～動作整定値未満）
tr：定数（5.5）　ⅠS：動作整定値
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12−4.　過電圧継電器（NVO21S,		NVO21P）	
（1）動作値試験	

試験回路を構成し、入力電圧を0Vから徐々に上げていき、出力接点（a接点）が閉じたときの電
圧を測定します。	
試験条件は下表のとおりです。	

●管理値　整定値の±5％以内	
	
（2）復帰値試験	

試験回路を構成し、動作電圧値より徐々に下げていき、出力接点（a接点）が開いたときの電圧を
測定します。	
試験条件は動作値試験（第12-4-1表）と同じです。	
	
●管理値　動作値×0.95以上	

	
（3）時間特性試験	
A.	動作時間	
試験回路を構成し、入力電圧を0Vから動作整定値×120％に急変させ、	
入力電圧印加から出力接点（a接点）が閉じるまでの時間を測定します。	

第12-4-1表　動作・復帰値試験条件	

動作値整定	 120V、135V、150V	
		 （最小、中間、最大）	
時間整定	 即時	

第12-4-2表　動作時間整定	

動作値整定	 120V	
時間整定	 即時、1.5s、5.0s

第12-4-4表　復帰時間整定	

動作値整定	 120V	
時間整定	 即時	

第12-4-3表　動作時間管理値	

動作時間整定	 管理値	
即時		 100ms以下	
1.5s		

±5％以下
	

5.0s

●管理値	

B.	復帰時間	
試験回路を構成し、動作値整定×120％入力の動作状態より入力を零にした	
時、出力接点（a接点）が開くまでの時間を測定します。	

●管理値	
200〜250msの範囲	
	

（4）リレー出力の強制制御確認試験	
12－2.（4）を参照ください。	

（5）試験回路	

A.	過電圧継電器（NV021S形）	

第12-4-1　動作値試験回路	

	

第12-4-2図　時間特性試験回路	

B.	過電圧継電器（NV021P形）	

第12-4-3図　動作値試験回路	

	

第12-4-4図　時間特性試験回路	

	

12−5.　不足電圧継電器（NVU21S、NVU21P）	
（1）動作値試験	

試験回路を構成し、入力電圧を定格から徐々に下げていき、	
出力接点（a接点）が閉じたときの電圧を測定します。	
試験条件は下表のとおりです。	

●管理値　整定値の±5％以内	
	

（2）復帰値試験	
試験回路を構成し、動作電圧値より徐々に上げていき、	
出力接点（a接点）が開いたときの電圧を測定します。	
試験条件は動作値試験（第12-5-1表）と同じです。	
	
●管理値　動作値×1.05以下	

第12-5-1表　動作・復帰値試験条件	

動作整定値	 60V、80V、100V	
		 （最小、中間、最大）	
時間整定	 即時	
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（3）時間特性試験	
A.	動作時間	
試験回路を構成し、入力電圧を定格電圧から動作整定値×70％に急変させ、入力電圧印加から
出力接点（a接点）が閉じるまでの時間を測定します。	

第12-5-2表　動作時間整定	

動作値整定	 100V	
時間整定	 即時、1.5s、5.0s

第12-5-4表　復帰時間整定	

動作値整定	 100V	
時間整定	 即時	

第12-5-3表　動作時間管理値	

動作時間整定	 管理値	
即時		 50ms以下	
1.5s		

±5％以下
	

5.0s

●管理値	

B.	復帰時間	
試験回路を構成し、入力電圧70Vから定格にした時、出力接点（a接点）が開くまでの時間を測定します。	

●管理値	
200〜250msの範囲	

	
（4）リレー出力の強制制御確認試験	

12－2.（4）を参照ください。	
	
（5）試験回路	
A.	不足電圧継電器（NVU21S形）	

第12-5-1図　動作値試験回路	

	

第12-5-2図　時間特性試験回路	

B.	不足電圧継電器（NVU21P形）	

第12-5-3図　動作値試験回路	

	

第12-5-4図　時間特性試験回路	
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12−6.	地絡過電流継電器（NCG41S、NCG41P）	
（1）動作値試験	

試験回路を構成し、入力電流を0Aから徐々に上げていき、出力接点（a接点）が	
閉じたときの電流を測定します。	
試験条件は下表のとおりです。	

●管理値　整定値の±5％以内	
	
（2）復帰値試験	

試験回路を構成し、動作電流値より徐々に下げていき、出力接点（a接点）が	
開いたときの電流を測定します。	
試験条件は動作値試験（第12-6-1表）と同じです。	
	
●管理値　動作値×0.9以上	

	
（3）時間特性試験	
A.	動作時間	
試験回路を構成し、入力電流を0Aから動作整定値×300％に急変させ、	
入力電流通電から出力接点（a接点）が開くまでの時間を測定します。	

第12-6-1表　動作・復帰値試験条件	

NCG41S	 0.1A、0.5A、2.0A	
NCG41P	 （最小、中間、最大）	

即時	

第12-6-3表　動作時間管理値	

動作時間整定	 管理値	
	 即時		 50ms以下	
	 0.5s		 ±50ms以下	
	 1.0s		

±5％以下
	

	 1.5s

●管理値	

B.	復帰時間	
試験回路を構成し、動作値整定×300％入力の動作状態より入力を零にした時、	
出力接点（a接点）が開くまでの時間を測定します。	

●管理値	
200〜250msの範囲	

	 形　式	 動作値整定	 時間整定	

第12-6-2表　動作時間整定	

NCG41S	 	
NCG41P	

0.1A
	

即時、0.5s、1.0s、1.5s

	 形　式	 動作値整定	 時間整定	

第12-6-4表　復帰時間整定	

NCG41S	 0.1A	
NCG41P		

即時	

	 形　式	 動作値整定	 時間整定	
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（4）リレー出力の強制制御確認試験	
12－2.（4）を参照ください。	

	
（5）試験回路	

A.	地絡過電流継電器（NCG41P形）	

第12-6-1図　動作値試験回路	

	

第12-6-2図　時間特性試験回路	

第12-6-3図　動作値試験回路	

	

第12-6-4図　時間特性試験回路	

12−7.　地絡過電圧継電器（NVG21S、NVG21P）	
（1）動作値試験	

試験回路を構成し、入力電圧を0Vから徐々に上げていき、出力接点（a接点）が閉じたときの電圧を
測定します。	
試験条件は下表のとおりです。	

●管理値　整定値の±5％以内	
	
（2）復帰値試験	

試験回路を構成し、動作電圧値より徐々に上げていき、出力接点（a接点）が開いたときの電圧を測定	
します。	
試験条件は動作値試験（第12-7-1表）と同じです。	

	
●管理値　動作値×0.95以上	

第12-7-1表　動作・復帰値試験条件	

動作整定値	 10V、35V、60V	
		 （最小、中間、最大）	
時間整定	 即時	

B.	地絡過電流継電器（NCG41S形）	
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（3）時間特性試験	
A.	動作時間	
試験回路を構成し、入力電圧を0Vから動作整定値×150％に急変させ、	
入力電圧印加から出力接点（a接点）が閉じるまでの時間を測定します。	

第12-7-2表　動作時間整定	

動作値整定	 10V	
時間整定	 即時、1.5s、5.0s

第12-7-4表　復帰時間整定	

動作値整定	 10V	
時間整定	 即時	

第12-7-3表　動作時間管理値	

動作時間整定	 管理値	
即時		 40ms以下	
1.5s		

±5％以下
	

5.0s

●管理値	

B.	復帰時間	
試験回路を構成し、動作値整定×15％入力の動作状態より入力を零にした時、	
出力接点（a接点）が開くまでの時間を測定します。	

●管理値	
200〜250msの範囲	

	（4）リレー出力の強制制御確認試験	
12－2.（4）を参照ください。	

（5）試験回路	

	

B.	地絡過電圧継電器（NVG41P形）	

第12-7-1図　動作値試験回路	

	

第12-7-2図　時間特性試験回路	

A.	地絡過電圧継電器（NVG21S形）	

第12-7-3図　動作値試験回路	

	

第12-7-4図　時間特性試験回路	
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 12−9.	地絡方向継電器（NDG31S、NDG41S）	
（1）電流動作値試験	
試験回路を構成し、定格制御電源及び入力電圧を最小動作値整定（95V）×150％（三相一括）印加し
た状態で、入力電流を0Aから徐々に上げていき、出力接点（a接点）が閉じたときの電流を測定しま
す。	
電圧・電流の位相は45°（IO進み）。	
試験条件は以下の通りです。	

上記記載の整定値毎に動作値を測定してください。	
●管理値　整定値の±10％以内	
	

（2）電圧動作値試験（NDG31Sのみ）	
試験回路を構成し、定格制御電源を印加した状態で、入力電流を最小動作値整定（0.1A）×150％
通電し、電圧（三相一括）を徐々に上げていき、出力接点（a接点）が閉じたときの電圧を測定します。	
電圧・電流の位相は45°（IO進み）。	
試験条件は以下の通りです。	

第12-9-1表　電流動作値試験条件	

第12-9-2表　電圧動作値試験条件	

NDG31、41S	 0.1〜1.0A（全整定値）	 0.05s
	 形　式	 動作値整定（IO）	 時間整定	

NDG31S	 2.5、5.0、7.5、10、15％	 0.05s
	 形　式	 動作値整定（VO）	 時間整定	

第12-9-3表　電圧動作値管理値	

	 2.5％	 95V	
	 5.0％	 190V	
	 7.5％	 285V	 基準電圧値の±25％以内	
	 10％	 380V	
	 15％	 570V

	 動作値（VO）	 基準電圧値	 管理値	

上記記載の整定値毎に動作値を測定してください。	
●管理値	
	

（3）復帰値試験（復帰電流値）	
試験回路を構成し、定格制御電源及び入力電圧を最小動作値整定（95V）×150％（三相一括）印加
した状態で、動作電流値から徐々に下げていき、出力接点（a接点）が開いたときの電流を測定します。	
電圧・電流の位相は同相。	
試験条件は以下の通りです。	

第12-9-4表　復帰値試験条件	

NDG31、41S	 0.1A	 0.05s
	 形　式	 動作値整定（VO）	 時間整定	

上記記載の整定値で動作値を測定してください。	
●管理値　動作値×0.7以上	
	

12－8. 地絡過電圧継電器（NVG31S）

（1）動作値試験
試験回路を構成し、定格制御電源を印加した状態で、電圧（三相一括）を徐々に上げていき、出力
接点（a接点）が閉じたときの電圧を測定します。
試験条件は以下の通りです。

（2）時間特性試験
A. 動作時間
試験回路を構成し、定格制御電源を印加した状態で、入力電圧をOVから最小動作値整定（95V）×
150％（三相一括）に急変させ、入力電圧印加から出力接点（a接点）が閉じるまでの時間を測定します。

B. 復帰時間
試験回路を構成し、定格制御電源を印加した状態で、入力電圧を最小動作値整定（95V）×150％（三
相一括）からOVに急変させ、入力電圧が無くなってから出力接点（a接点）が開くまでの時間を測定します。

●管理値　200～250msの範囲であること。

（3）試験回路

第12-8-1図　動作値試験回路 第12-8-2図　時間特性試験回路

第12-8-1表　動作試験条件

第12-8-2表　動作時間管理値
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VT

交流
電圧計

ZPC

S
T

3φ
AC

220V

制御電源
AC100/110V
テスター

START STOP

a1

P2

P1

Y1

Y2

U

V

W

y1

y2

E

c1

a2

E
c2

X1

X1

V
～

NVG31S形

R ±
電圧調整器 補助

VT

交流
電圧計

ZPC

S
T

3φ
AC

220V

制御電源
AC100/110V

動作値整定
時間整定

2.5-5.0-7.5-10-15％
0.05s

動作値 規準電圧値 管理値
●管理値

2.5％
5.0％
7.5％
10％
15％

95V
190V
285V
380V
570V

規準電圧値の±25％以内

動作時間整定 管理値
●管理値

0.05s
0.2s
0.5s
0.8s
1.0s

0.1s以下
0.1～0.3s
0.4～0.65s
0.7～0.95s
0.95～1.15s
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12.	試験B（制御電源不要、ACタイプ）

試験B（制御電源不要、ACタイプ）

（4）時間特性試験	
A.	動作時間	
試験回路を構成し、定格制御電源を印加した状態で、入力電流を0Aから最小動作値整定×130％及び
400％に急変、入力電圧を0Vから最小動作値整定（95V）×150％（三相一括）に急変させ、入力電流
・電圧印加から出力接点（a接点）が閉じるまでの時間を測定します。	
電圧・電流の位相は45°（IO進み）。	
試験条件は以下の通りです。	

（5）位相特性試験	
A.	動作位相角	
試験回路を構成し、定格制御電源を印加した状態で、入力電流を最小動作値整定×1000％通電させ、入力電
圧を最小動作値整定（95V）×150％（三相一括）印加し出力接点（a接点）が閉じた時の位相を測定します。	
試験条件は以下の通りです。	

B.	復帰時間	
試験回路を構成し、定格制御電源を印加した状態で、入力電流を最小動作値整定×130％及び400％
から0Aに急変、入力電圧を最小動作値整定（95V）×150％（三相一括）から0Vに急変させ、入力電流・
電圧が無くなってから出力接点（a接点）が開くまでの時間を測定します。	
電圧・電流の位相は同相。	
試験条件は以下の通りです。	

上記記載の整定値毎に動作時間を測定してください。	
●管理値	

上記記載の整定値毎に復帰時間を測定してください。	
●管理値　200ms〜250msの範囲であること。	

	

第12-9-5表　動作時間特性試験条件	

第12-9-6表　動作時間管理値	

0.1A
動作値整定（IO）	

2.5％	
動作値整定（VO）	

NDG31、41S
形　式	

0.05s〜1.0s（全整定値）	
時間整定	

0.1A
動作値整定（IO）	

2.5％	
動作値整定（VO）	

NDG31、41S
形　式	

0.05s
時間整定	

0.1A
動作値整定（IO）	

2.5％	
動作値整定（VO）	

NDG31、41S
形　式	

0.05s
時間整定	

第12-9-7表　復帰時間特性試験条件	

上記記載の整定値で動作位相角を測定してください。	
●管理値　	

	

第12-9-8表　動作位相角特性試験条件	

第12-9-9表　動作位相角特性管理値	

	 ＋131°	
基準位相の±15°以内	

	 ＋319°	

	 基準位相	 管理値	

		 IO×130％	 IO×400％	
	 0.05s	 																												0.10s以下	
	 0.2s	 0.1〜0.3s	 0.1〜0.2s	
	 0.5s	 0.4〜0.65s	 0.4〜0.6s	
	 0.8s	 0.7〜0.95s	 0.7〜0.9s	
	 1.0s	 0.95〜1.15s	 0.95〜1.1s

	
動作時間整定

	 管理値	 （6）試験回路	

A.	地絡方向継電器（NDG31S、NDG41S形）	

第12-9-1図　試験回路	
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NDG41S形 
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電流計 
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± 
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電流計 
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～ 
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B.	復帰位相角	
試験回路を構成し、定格制御電源を印加した状態で、入力電流を最小動作値整定×1000％通電させ、入力電圧
を最小動作値整定（95V）×150％（三相一括）印加した時出力接点（a接点）が開いた時の位相を測定します。	
試験条件は以下の通りです。	

0.1A
動作値整定（IO）	

2.5％	
動作値整定（VO）	

NDG31、41S
形　式	

0.05s
時間整定	

上記記載の整定値で動作位相角を測定してください。	
●管理値　	

	

第12-9-10表　動作位相角特性試験条件	

第12-9-11表　動作位相角特性管理値	

	 ＋131°	
実測動作位相角の±10°以内	

	 ＋319°	

	 基準位相	 管理値	
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12−10.	表示確認	
各継電器の動作、復帰値試験時に下記状態となることにより、表示確認が可能です。	
	

（1）	動作マグサイン表示確認	
（A）過電流継電器　1要素タイプ	

①限時動作状態で限時動作マグサイン表示が反転（赤）すること。	
②継電器動作状態で継電器動作マグサイン表示が反転（赤）すること。	

（B）過電流継電器　2要素タイプ	
①限時動作状態で該当する相のマグサイン（R相またはT相表示）が反転（赤）すること。	
②継電器動作状態で継電器動作マグサインおよび該当する相のマグサイン（R相、T相表示）
が反転（赤）すること。	

（C）その他電圧継電器……動作状態で動作マグサイン表示が反転（赤）すること。	
	
（2）LED表示確認	
各LEDが正常に表示するか目視にて確認する。	
（A）電源LED	

①過電流継電器は入力電流2A以上で点灯すること。	
②その他電圧継電器は入力電圧50V以上で点灯すること。	

（B）異常LED	
点灯しないこと。	

（C）時限カウントLED（注）	
①動作時限に近づくにつれて周期が早くなること。	
　動作時限に達した場合、完全点灯すること。	
②動作状態より入力電流を動作値の90％に下げたとき、時限カウントLEDが完全点灯状態か
ら点滅状態となること。	

　また、この点滅周期が時間と共に長くなり、最後に消灯すること。	
（注）時限カウント表示は、限時要素に対してのみ点滅・点灯します。	

（D）数値表示LED	
・各動作値整定スイッチを操作することで、そのポジションの数値を表示すること。	
・表示選択LEDが点灯している内容を表示していること。	

（E）表示選択LED	
・表示選択スイッチを押すことで、点灯すること。	

13－1.　電流制限抵抗器（川俣精機株式会社製）
接地形計器用変圧器の3次側に使用する電流制限抵抗器は下記のものを準備しています。

第13-1-1図　電流制限抵抗器外形寸法図

第13-1-2図　DCP20-A2K1,DQ101-A1K1形
　　　　　（3300V用）接続図

第13-1-3図　DCP20-A2K1形（6600V用）接続図

第13-1-4図　DQ101-B1K1形（6600V用）接続図

第13-1-1表　電流制限抵抗器標準表

DCP20
DQ101
DCP20
DQ101
注1.　6600V用は抵抗値の異なる2個の抵抗器で構成されます。「DCP20-A2K1、6600V/110V用×1台」、
　　　「DQ101-B1K1、6600V/190V用×1台」と電圧仕様を明記の上ご手配ください。端子間R2-R2間、
　　　T1-T1間を接続の上使用してください。

110
190
110
190

16Ω-7A-30sec
200

8Ω-14A-30sec
100

16
50
8
25

3300

6600

A2K1
A1K1

 A2K1（注1）
 B1K1（注1）

形　　　　式
電　圧（V） 抵抗値

（Ω）
質量
（kg）主回路

タップ（Ω）
25％零相三次

32
100
16
50

50％
64
200
32
100

100％
15
10
2×15
2×10

R1 R2
（25％）

R3
（50％）

R4
（100％）

R2 R3
（50％）

R4
（100％）

R1

（No.1） （No.2）

R2
（25％）

T1 R2
（25％）

R3
（50％）

R4
（100％）

R1

（No.1） （No.2）

T1

150
250

358
388

30
0

21
1

320

（1）零相三次電圧 110V用 DCP20-A2K1（3300V用）

NP
抵抗管
端子台

4-12DIA
取付穴

100
172

380 15
410
415

（2）零相三次電圧 190V用 DQ101-A1K1
注．B1K1は上図抵抗器2個で構成されます。

注．6600V用は上図抵抗器2個で構成されます。

取付穴 
4-φ10

端子台

試験B（制御電源不要、ACタイプ）

12.	試験B（制御電源不要、ACタイプ） 13.	付属品・別出用品

付属品・別出用品
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13.	付属品・別出用品

付属品・別出用品

13－4.　引出形用、試験用コネクタ（形式　NCT-C1）
継電器単体試験を行う時に使用します。
本試験用コネクタは引出形（N□□□□P）のみ適用可能です。

13－3.　零相変流器（ZCT）
高圧受変電設備の非接地系配電線の地絡事故検出に使用する絶縁電線用の零相変流器です。
組合せ継電器：NDG31S、NDG41S（別出用品）
（NDG11P、NDG11S、NDG21P形の地絡方向継電器、NCG31P形地絡過電流継電器には
AZ-ECA、AZ-ECB、ATZ-E6A形零相変流器をご使用ください。）

第13-3-1図　零相変流器外形
　　　　  および接続図

第13-3-1表　零相変流器（ZCT）

形　式

定格一次電流IN

定格周波数

過電流強度

最高使用回路電圧

質　量

＊

＊

＊

M41

100A

0.5kg

M64

200A

           50/60Hz共用

           INの40倍　1秒間

           AC6900V

0.9kg

M106 M156

600A 1000A

1.8kg  7.7kg  

形 式

M４１

M６４

M１０６

M１５６

A

４１

６４

１０６

１５６

B

５７

７５

１０４

１４５

C

４４

６１

８８

１３１

D

４２

５９

８６

１２８

E

８６

１２０

１７４

２５９

F

３０

３０

３６

６０

G

５０

６７

９４

１３０

H

６６

８３

１１２

１６０

I

６２

８２

１０９

１４５

J

７８

９８

１２７

１７５

K

１４０

１８０

２３６

３２０

L

７

９

９

１１

M

２２

２２

２５

４３

N

１９

１９

２２

４０

P

１２

１５

１５

１５

●ご注文時には＊印の項をご指定ください。

 

290

10

117 60

14
1

注意銘板貼付位置
上下の向きに
注意願います。

87（1000±30）

5

E

13579111315

246810121416

30 ターミナル
CTMコネクタホックチューブ

ホックチューブ

使用線は難燃性のものを使用ください。

4080
47

35
.5

68

B

K

P

I
G H

J

F

4-M4

D

2

C
L N

M
E

φA

質量2kg

第13-2-2図　ZPC-9BS外形

13－2.　零相基準入力装置（ZPD）
高圧需要家における高圧受変電設備の地絡事故において、自系統地絡かそうでないかを判断する
地絡方向継電方式に使用する零相基準入力装置です。
組合せ継電器：NDG31S,  NDG41S形
本品は継電器と別個にご注文ください。

第13-2-1図　ZPC-9BS 内部接続図第13-2-1表　零相基準入力装置（ZPD）

形　式

相　数

定格電圧

定格周波数

定格静電容量

質　量

ZPC-9BS

三　相

6600V（相電圧）

50/60Hz共用

250pF×3＋0.15μF

3.5kg

32

13
0

11
5

最大300mm

端子保護カバー
CF-93

N端子 M4

70

95

40

コンデンサ内臓
エポキシ碍子
EPD-2A

2-M8

CF-93

CF-89

3-M10（有効ネジ深さ12）

約1m離せます。

CF-71A

〈ZPC-9BS〉

5514 3

40

（b）変成器CF-71A詳細図（a）ZPC-9BS全体図

27

2-M4（有効ネジ深さ5）

端子M4
T

E N

y2 y1

シールド線CF-89

3×EPD-2A

変成器CF-71A

E

Ea

T

y1y2

N
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13.	付属品・別出用品

付属品・別出用品

13－5.　当社製継電器互換ベース（アタッチメントパネル）
（1）Jシリーズ継電器用（NRAJ-01A）

高圧受電用静止形継電器（Jシリーズ）からNシリーズ保護継電器へ交換する際の互換用
アタッチメントです。

（2）D形ケース継電器用（NRAD-01A、NRAD-02A）
誘導円板形継電器のD-1、D-2ケース（引出形）からNシリーズ保護継電器へ交換する際の互換
用アタッチメントです。

注意事項
●取付ネジは付属していません。
●誘導円板形（I形)のDケース取付穴と
同一寸法です。
●塗色はN1.5、7.5BG4/1.5の2種類
あります。
●板厚：1.6mm

外形図

角

穴

角

穴

角

穴

穴明図

NRAD-01A（D-1ケース互換用）外形図 NRAD-02A（D-2ケース互換用）外形図

（3）G形ケース継電器用（NRAG-01A）
誘導円板形継電器のG-1ケース（固定形）からNシリーズ保護継電器へ交換する際の互換用アタ
ッチメントです。

注意事項
●取付ネジは付属していません。
●G-1ケースより縦寸法が長くなっており、
　パネルの追加加工が必要となります。
●塗色はN1.5、7.5BG4/1.5の2種類
があります。
●板厚：1.6mm

新規加工部（　）

角

穴

外形図 穴明図

注意事項
●取付ネジは付属していません。
●ケースの取付は同一寸法ですが、本アタッチ
メントパネル固定用の追加穴明け加工が必要
となります。
●塗色はN1.5、7.5BG4/1.5の2種類あります。
●板厚：1.6mm

95
2－φ5.5

105

41.5 41.5

20
5

21
5

93
93

95

92
2－φ5.5
（新規穴明追加部）

18
8

20
5

77 77

168

41.5 41.5

23
5

93
93 44

44

4－φ5.5

77 77

168

41.5 41.5

30
5

93
93 70

70

4－φ5.5

77 77

186

41.5 41.5

23
5

93
93 46

46

4－φ5.5
144

93
93

90
90

13－6.　強制制御ピン（形式　NRP-01A）
トリップ回路試験等のシーケンス確認時に継電器本体の強制動作、または強制復帰を行うための強
制制御ピンです。継電器正面右下の試験端子へ差し込んで使用します。

ピンを差し込む時は向きに注意してください。
詳細な使用方法は各取扱説明書を参照ください。

43

63

13 9.
1

動
作

復
帰

質量50g
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第14-1-1図 
NCO1□□形 
動作時間特性例 

限時特性はタップ値を100％とし、ダイヤルを1としています。ダイヤルが変わった場合も曲線形状
は同じですので上下平行移動してください。ただし小さいタップで曲線が40msと交差するところ
から一定となります。瞬時要素は設定値を100％としています。 
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分 

時 

時
　
　
間
　

（秒）
 

瞬時要素 

強反限時 

普通反限時 

超反限時 

電 流 (%) 104 103 1001052

94 95

14.	その他

14−1.	Nシリーズ取扱説明書No.一覧表および動作時間特性例

正しく製品をお取り扱いいただく為、本カタログと併せて取扱説明書を準備しております。ご注文の際、
製品の形式と下記No.をご照会の上、販売店もしくは当社営業担当へご用命ください。

種　類 取扱説明書No.形　式 

6E2T0229

6E2T0235

6E2T0236

6E2T0246

6E2T0230

6E2T0238

6E2T0231

6E2T0239

6E2T0233

6E2T0240

6E2T0232

6E2T0241

6E2T0290

6E2T0234

6E2T0242

6E2T0248
6E2T0247
6E2T0300

NCO11P
NCO11S
NCO12P
NCO22P
NCO22S
NCO32P
NCO32S
NCR21P
NCR21S
NCR22P
NVO11P
NVO11S
NVO21P
NVO21S
NVU11P
NVU11S
NVU21P
NVU21S
NCG11P
NCG11S
NCG21P
NCG31P
NCG41P
NCG41S
NVG11P
NVG11S
NVG21P
NVG21S
NVG31S
NDG11P
NDG11S
NDG21P
NDG31S
NDG41S
NWO11P
NBT11P
NRF11P

過 電 流

過 電 圧

不 足 電 圧

地 絡 過 電 流

地 絡 過 電 圧

地 絡 方 向

電 力
比 率 差 動
周 波 数
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第14-1-2図 
NCO22□形 
動作時間特性例 

限時特性はタップ値を100％とし、ダイヤルを1としています。ダイヤルが変わった場合も曲線形状
は同じですので上下平行移動してください。ただし小さいタップで曲線が40msと交差するところ
から一定となります。瞬時要素は設定値を100％としています。 
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第14-1-3図 
NCO32□形 
動作時間特性例 

限時特性はタップ値を100％としています。瞬時要素は設定値を100％としています。 
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98

16.	製品保証について

●無償保証期間
本製品の保証期間は、納入後 12ヶ月間とさせていただきます。

●保証範囲
上記無償保証期間中に、弊社の責に帰すべき事由によって故障、あるいは保守運転上の不都合を生じた場合には、

弊社の選択により、該当機器・部品の修理、または交換品の供給をいたします。前項保証は該当製品単体直接か

つ現実に発生した損害の保証に限り、該当製品の契約金額を限度として適用させていただきます。また、無償保

証期間であったとしても、次のいずれかに該当する場合は、この保証の対象範囲から除外させていただきます。

（1）�カタログ、取扱説明書または仕様書などに記載された以外の不適切な条件・環境・取扱い・使用方法などに

起因した故障の場合。

（2）�施工上の不備に起因する故障の場合。

（3）�弊社のサービスによらない納入後の移動 ･ 輸送による不具合。

（4）�お客様にて弊社の了解なく製品に改造などの手を加えたことに起因する故障の場合。

（5）�火災、異常電圧などの不可抗力による外部要因、塩害、ガス害、塵垢などの設置環境によるもの、及び、地

震・風水害・落雷・その他の天災地変等弊社側の責でない原因による故障の場合。

（6）�弊社から出荷された時点において実用化されていた科学技術では予見することのできない事由に起因する故

障の場合。

●逸失利益・二次的損失等の免責
無償保証期間の内外を問わず、弊社の責に帰すことが出来ない事由から生じた障害、弊社の製品の故障に起因す

るお客様または第 3者に発生した該当機器以外の損害（二次的波及損害及び逸失損失）に対しては、弊社はその

責を免ぜられるものといたします。

●故障診断について
お客様の要請により弊社または弊社サービス会社にて故障診断を実施させて頂きます。この場合、弊社起因によ

る故障と判断された場合は無償、その他の場合につきましては、弊社の料金規程によりお客様のご負担をお願い

いたします。
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取扱店

http://www.toshiba-tips.co.jp/outline/location

事業所拠点住所一覧

http://www.toshiba-tips.co.jp/services/customer/

保守・サービス拠点住所一覧

※QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

http://www.toshiba-tips.co.jp/support/index_j.html

お問い合わせはこちら

製造元：
東芝エネルギーシステムズ株式会社
電力流通営業部
〒212-8585 神奈川県川崎市幸区堀川町 72 番地 34

販売元：
東芝産業機器システム株式会社
配電機器事業部
〒212-8585 神奈川県川崎市幸区堀川町 72 番地 34

安全に関するご注意

●本製品を選定・注文される前に、このカタログをよくお読みください。選定を誤ると、火災・感電や誤動作・誤不動作の恐れがあります。ご不明な点は、お問い合わせください。
●運搬、据付配線、運転操作、保守点検などの作業は、電気設備の施工法、関連法規などを熟知し、機器の原理及び機能を理解した方（電気主任技術者など）が行ってください。 
　それ以外の方が行うと、火災・感電・けが・故障の恐れがあります。
●作業の前に、「取扱説明書」や付属書類をよくお読みになり、正しくお取り扱いください。
●本製品はカタログ記載の常規使用状態でご使用ください。それ以外で使うと、火災・感電や誤動作・誤不動作の恐れがあります。

●資料の内容は、お断りなしに変更することがありますのでご了承ください。　●このカタログは、2024年1月発行です。
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